
福岡市埋蔵文化財調査報告書第401集

HⅠ　E　　　　　　　　　　　’、

比恵遺跡群（15）
ー比恵遺跡群第41次・49次発掘調査報告書－

19　9　5

福岡市教育委員会



√ノへ

比恵遺跡群（15）正誤表

一軍 ．． 行 一一 料 ノ　3－．．－ 1．－－・
正

匝 車
4 遺構 と遺物の写真け 遺構と遺物の写真掃影は

－
一、・台， F 碗 ）－S K Ⅰ2－－－1 ．S一一あ、1－．2

斗 3 ノ．2 料 為の遺構で 為の施設で

、．i 8一 1 査形 長径

2 2 F ig． 1 8 せ i6 11 9

阜－15， 」巨■5 l 2 才 蔓、中 2 一、、2 －4 学の尊卑 2 ．5 11、．2 あ2 、 2－5 3 －）

守 ．6、 －・9 一一2 、1一針■ 2 2 －－3－は麗一一 －2 1 9一 2 2 13 は甕

ず i宮2針 、F iな一、．，2 －3－∴ 畠や 4つ一一華 率牢 ’・F ig∴ 2 9　 S 11D 4 1 底杭列 －

一台一一「 亘 2恵 車一一C 12 番鐘

1 4 －受－∴ ∴F ig36 S P i 十 3 一 2 15 8 S p 11 113 一 2 ．6 。
、＄、P i －01．．1 － 2 一6 0 ． 1S P 1 －－0，1 －受 ．5 －9　　　　　 ．・

）4サ 11．－ぎーi一g博 一Ⅰ、 癖 癖果轟 ． 亘 癖 締 約　　　 ′も

41甘 ∴含∴9 2　　 －．「針箱射

守 牟 一一函 ＋Ⅰ一千 圭一斗 ．－8－一亙 守 一1 ∵））

一ヰ 6－－ ，－Ⅰ，湊 －2 6 ）

一一5才 ’一一 ’1F庵－8射Ⅱ －6－■一才事 か甘点あ書す ． 下方を再 －．5一一0 害とする一1く．

／やし受一一 一部北褒「 画 撃 －柁騰勢 ・－、つ3批慶 ．

守 ・－L一木 一本 S甘辛2－・ ．f3）S K ．1－）

一矛も恵一′一一一 潮 音果す寧ま巷単一1一．・締＄．甘5 料．一才器群、輝S K 5 4

：一一一．．－純 一1－8－－19＋．－4－や一才 五、－－8〕 吋息阜一線一一一Ⅰ、一一、8－－ 準畢 一一、

段落ち3土層名称
Ⅰ褐色（IIueT．5YR3／3）砂質シルト、硬く締まる
21と同じブロックと暗褐色（仙e7．5Ⅷ3／4）砂質土ブロックの混合
3　にぷい黄褐色（Hue5YR4／3）枯質土（シル上質で軟質）

H　6・4m

1ノ

嘗褐色砂栗シルト

1m

Fig・38　段請ち3．土屑断面図（1／30）

／

ヘ－〕

ヽ，



ⅠIⅠ　E

比恵遺跡群（15）
－比恵遺跡群第41次．49次発掘調査報告書－

革 界 灘 －

1
′

ヽ

i 志賀島
、ヽ 、ヽ

、
ゝ さし 1　　　　　　 －東 区

／ 1

′　 　ヽ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ／
－

、
ヽ

I　　　 博 多 湾

1 再 旨畠 島　　　　　　 の

．1　 ⅰ－電中蚕監 ‡多さ

／ノ　　　 比 恵 遺 跡 群

西 区　　　 5　　　 －～．　 ．、、

．ノ　　　 ート ∫　　　　 ’＼、

3 城 南 区 i 南 区　 ＼

、．．．．．1㌧　　 －／♪

　ヽ　　　　　　　　　11　　　　　　　　・・　　　　　　　′

口 了　 主 －
、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1・一一．．－ノ　　　　　　　　　 、

早 早 区 ′

HIE－41、HIE－49

調査番号9211、9318

福岡市埋蔵文化財調査報告書第401集



比恵遺跡のある博多区は弥生時代の奴国の中心として、学史的に有名な板付遺跡を始め

として、数多くの埋蔵文化財が包蔵されている地域です。またこの地域は博多駅を中心と

して市街地化が著しく進んでいる地域でもあり、それに伴う発掘調査が盛んに行われてい

ますO今回報告する2地点は民間のビル建設に伴うもので、調査では弥生時代から古墳時

代にかけての数多くの遺構と遺物を検出しました。その成果を今回、本書というかたちで

市民の方々に公にすることが出来ました。本書が文化財保護ど活用の一助になることを願

います。最後になりましたが、株式会社第一電工、日下部新蔵氏を始めとして関係各位の

ご協力にたいして、厚く感謝の意を表します。

平成7年3月31日

福岡市教育委員会

教育長　尾　花　　　剛



例

1．本書は、福岡市教育委員会が平成4年（1992）から平成5年（1993）に実施した比恵遺跡群の緊

急発掘調査のうち、第41次．49次調査地点の発掘調査報告書である。

2・発－掘調査は上記の主体により行われ、調査組織は「第1章2　調査体制」の中でそれぞれ示して

いる。

3・遺構実測は第41次調査が山崎龍雄と瀬戸啓治、第49次調査が杉山高雄が行ったO　また、遺物の実

測と浄書は第41次調査が山崎龍雄と井上加代子が、第49次調査が杉山高雄と荒牧宏行が行った。

4・遺構と遺物の写真はそれぞれ調査担当者が行った。

5・本書に使用した方位は磁北であり、真北との偏差は西偏6。217である0

6・調査に係る記録類．出土遺物は埋蔵文化財センターで収蔵保管し、活用して行く予定である。

7．各調査記銀の報告については、担当者の自主的判断に基づいて記述しており、その内容の文責に

ついては、各担当者にある。

8．本書の編集は、山崎が杉山と協議のうえ行った。

比恵第41次・第49次調査概要

調査次数 調査番与 遺跡略号 調 ■奪∴輸　 地　 番
（㎡）

申請面積

つふ）

調査面積
申　 請　 者 調　 査　 期　 間 事前審査番号－

比一恵
第41次 －

9211 H IE －41
－福岡市
博多区博多駅南 6．丁目34十 2 1037・29 633

株式会社 一一
第 1電工

1992年 5 月 6 日～ 8、月11白 3 － 2 －470

比恵
第49次

93i8 H IE －49
福岡市

－博多区博多駅前 5丁 目53－ 1
793 513 ‘ 日下部新蔵 1993年 6 月23日一一一8 月16 日－ 4 一 2 －388
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第1章　はじめに

第1章　はじめに

1．調査に至る経過

第41次調査

平成4年3月23日、株式会社第一電工社長、沖国鎮氏から、本市埋蔵文化財課に埋蔵文化財事前調

査願いが提出された。同年4月10日に試掘調査を行った結果、対象地全域に遺構が確認されたO　その

結果をもとに申請者と保存に向けての協議を重ねたが、設計の変更は困難であり、止むをえず費用を

原因者が負担することで調査を行う事となった。調査は1992年5月6日から8月19日まで実－施し、整

理作業は1994（平成6）年度実施した。

第49次調査

1993年2月19日、日下部新蔵氏より埋蔵文化財事前審査願いが提出された。これを受けて埋縁文化

財課では、．対象地において同年3月5日、試掘調査を行った。試掘調査の結果と、予定工事の内容と

を検討した結果、埋蔵文化財については、記録保存のために発掘調査を実施することとなった。

なお、発掘調査にあたっては、地権者である㈱第一電工沖国鎮氏・日下部新蔵氏の全面的な協力を

得ることができた。また工事関係者の多大な協力も得て、作業を進めることができた。調査報告書刊

行にあたり、ご協力頂いた方々に感謝申し上げます。

2．発掘調査の組織

第41次調査

調査委託　株式会社　第一電工　沖国鎮

調査主体　福岡市教育委員会

調査総括　埋蔵文化財課長　折尾学　第2係長　塩屋勝利（前任）、山崎純男（現任）

庶務担当　吉武（旧姓吉田）真由美（前任）、西田結香（現任）

調査担当　山崎龍雄

調査・整理　瀬戸啓泊、村山市次、藤岡義男、楠本純次、坂本千寿子、堀川ヒロ子、井上加代子、

大賀順子、坂木智子、釘崎由美、田口美智子、塚本恵子、森章子

第49次調査

調査委託　日下部新蔵

調査主体　福岡市教育委員会

調査総括　埋蔵文化財課長　折尾学　埋蔵文化財第2係長　山崎純男

庶務担当　吉武（旧姓吉田）真由美

調査担当　杉山富雄

調査．整理作業　尾崎真佐子、武田潤子、立水清、為房綾子、西本スミ、野口ミヨ、広田安平、

日比野典子、村山市次、森山恭助、森山タツエ、坂井美穂、山口典子

－1－



第2章　遺跡の立地と歴史的環境

第2章　遺跡の立地と歴史的環境

1．立地

福岡平野は西は脊振山塊から派生する長垂丘陵、東．は犬鳴・三群山地に画された区域で、南北に貫

流する室見川．樋井川や那珂川．御笠川、宇美1l）須恵川．多々良川などの中刃、河川の沖積作用によ

って形成された沖積平野と、抽山北部台地．鴇の巣山丘陵や、諸岡台地、粕屋台地などの丘陵台地と

によって形成された平野であり、この平野は抽山．鴻の巣に画された西側を室見川によって形成され

た早良平野、中央部の那珂川と御笠川・月隈丘陵に画された部分を狭義の福岡平野、東側を多々良川．

字美川などで形成された粕屋平野に分けられる。比恵遺跡群はこの狭義の福岡平野の北側、那珂川と

御笠川に挟まれた標高5～11mの平坦な洪積台地上に立地する遺跡である。この台地は阿蘇淘源とされ

るASO－Ⅳ火砕流によって形成されたものである。ただ現在見られる平坦な地形は戦前の昭和10年代
．

に行われた区画整理によって削平された結果であり、本来は台地を開折する小河川と入り組んだ谷と

台地という景観を呈していたものであり、調査によって往時の自然景観を復元することが出来る。

2．歴史的環境

比恵遺跡群周辺で最も古い時代は旧石器時代に逆上る。比恵遺跡群第18次地点で旧石器時代遺物が

出土している外、南に隣接する那珂遺跡群では第37．41次地点で旧石器時代の石器類が出土している。

また諸岡遺跡でも同時代の遺物．包含層などが検出されているO　縄文時代には南東側3km程離れた板

付遺跡では早期の押聖文土器が出土しており、板付市営住宅の建設に伴ってその包含層も確認されて

いる。縄文時代終末になると、那珂遺跡群で最古の二重環濠を持つ集落が出現し、やや遅れて板付遺．

跡での環濠集落が出現する。比恵第41次地点では中期の阿高系の土器が採集されている。

弥生時代は前期に板付遺跡と同様に第3次・4次・8次調査地点などで貯蔵大群が検出され、集落

が出現する。中期は集落規模が拡大し、台地上に生活遺構が拡大するO　甕棺墓地は4ヵ所に分布し、

その内の第6次地点では甕棺墓の中に細型銅剣が1口副葬されていたO　また第42次．43次調査地点な

どからは青銅器の鋳型片が出土しており、南側の那珂遺跡群と並んで比恵遺跡でも青銅器製造が行わ

れていた事を示している。中期末になると第15次地点に環濠と見られる大規模な溝が検出されている。

後期になっても集落は継続し、第1次．9次・10次調査地点などに終末期の一辺約50mの方形環濠が掘

られており、最近各地方で検出されつつある豪族居館址の可能性が強いO今回報告する第41次地点で

は板付遺跡と同じように、台地際を巡る水路とそれに伴う水田址が確認された。

古墳時代に入っても集落は依然、全面に継続するが、隣接する那珂遺跡群に全長70田の那珂八幡古墳

が築造され、昭和60年の重要確認調査で、後円部頂の第2主体部から三角縁神獣鏡が1両出土してい

るO　出土遺物と形態から福岡平野部で最古期のものと考えられている。また北側海浜砂丘上に立地す

る博多遺跡群でも前方後円墳が出現する。後期になると那珂遺跡群北側に剣塚古墳が築造され、試掘

調査などによって周辺に更にいくつか未知の古墳が埋蔵されている事が確認されている。比恵遺跡群

では第6次地点西側で円墳の周溝が一部検出されている。

古墳時代後期から律令時代になると、第7．8・13・39次地点などで大規模な掘立柱建物群や、3

本柱の柵が確認されており、規模・配置・出土遺物等から官街的施設と考えられる。これらは『日本

書紀』にある「那津宮家」との関係がとりさだされている。また那珂遺跡では同時期に大量の瓦が出

土する地域があり、寺院があった可能性がある。古代未から中世以降、北側の博多が対外貿易を中心
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第2章　遺跡の立地と歴史的環境

に行うことで繁栄を誇るようになり、比恵遺跡群は中世の農村的景観に逆戻りする。中世には那珂郡

比恵村となり、筥崎宮の所領となり、筥崎宮史料の田村大宮司文書などに比恵に4ヶ所の屋敷があっ
註1

たような記録も残っている。戦国期には大内・大友氏の支配下に入る。

岡 市

；：豊悪霊慧霊孟：芸芸悪霊霊∴：雲芸票言芸悪霊孟：慧冨霊跡13誓票跡14－6芸吉㌫霊悪霊跡15㌔芸霊漂芸群16－6芸孟悪霊群
A比恵第41次地点　　B比恵第49次地点

Fig．1　比恵遺跡群と周辺遺跡（1／50，000）
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比恵遺跡群　1・第1次調査地点
6．第6次調査地点
11．第11次調査地点
16．第16次調査地点
21．第21次調査地点
26．第26次調査地点
31．第31次調査地点
36．第36次調査地点
4土第41次調査地点
46・第46次調査地点
51・第51次調査地点

2．第2次調査地点
7・第7次調査地点
12．第12次調査地点
17．第17次調査地点
22・第22次調査地点
27．第27次調査地点
32．第32次調査地点
37．第37次調査地点
42・第42次調査地点
47・第47次調査地点

墳

3．第3次調査地点
8．第8次調査地点
13．第13次調査地点
18．第18次調査地点
23・第23次調査地点
28．第28次調査地点
33・第33次調査地点
38．第38次－調査地点
43．第43次調査地点
48．第48次調査地点

－4－

4 第4次調査地点
9．第9次調査地点
14・第14次調査地点
19．第19次調査地点
24・第24次調査地点
29．第29次調査地点
34．第34次調査地点
39・第39次調査地点
44．第44次調査地点
49．第49次調査地点

5．第5次調査地点
10．第10次調査地点
15．第15次調査地点
20．第20次調査地点
25・第25次調査地点
30．第30次調査地点
35．第35次調査地点
40・第40次調査地点
45．第45次調査地点
50．第50次調査地点

Fig．2　比恵遺跡群調査地点位置図（1／6，000）



第3章　第41次調査

第3章　第41次調査（調査番号9211）

1・調査の概要

比恵遺跡群は、諸岡地区から細長く断続的につながる洪積台地の先端部分に立地する。比恵遺跡群

は南東から北西に長軸を取る長さ約1km、幅0・7kmの範囲で、南隣する那珂遺跡群とは谷を隔てて区

別される。第41次地点はこの遺跡群の南西部分に位置する。周辺の調査例としては北西側に第11次地

点、東側に第45次地点がある。発掘調査は1992年5月6日から開始したが、排土は業者の協力を得て

場外持ち出しで処理を行った。調査は排土処理の関係からⅠ区（東側）、II区（西側）と2分割して行

った。II区は段落ち下の水田部にあたる。

調査区の標高は地表面で約6mを測る。盛土が厚くなされており、遺構面までの深さは1m以上と深

い。堆積層は上から盛土、旧水田土、遺構面（八女粘土）となる。地形は東側がやや高く、西側に緩

やかに傾斜している。また西側は段落ちし、段落ち際に弥生時代の水路が流れるが、その堆積土上面

には奈良時代の遺構が検出され、また堆積土には多量の土器などの遺物を含んでいたO

検出した遺構は区画整理時の削平や、建物基礎の撹乱などを受けたため、それ程多くないが、比較

的地山面の残りの良い西半分を中心に遺構が確認された。遺構の主な時期は弥生時代中期末から奈良

時代噴迄である。主な遺構は井戸4基、掘立柱建物2棟、水路1条、土坑、溝、ピット、包含層など

である。西側段落ち部では水路に伴う水田面と取排水口を確認したが、小面積のため畦畔や足跡は確

認出来なかった。遺物は包含層や水路を中心に弥生時代から奈良時代にかけての各時代の遺物が出土

しているが、種類としては弥生時代のものが圧倒的に多い。総量はコンテナで64箱を数える。水路や

井戸からは祭祀遺物や木器類なども少量出土している。

2．調査の記録

掘立柱建物

SB62（Fig．4，PL．3）

調査区南側境界地で検出した1×1間の長軸方向をN－53。－Eに取る建物である。柱間規模は3．43m、

2．50mを測り、床面積は8．58㎡を測る。柱穴はいずれも隅丸長方形で、直径は70～80cm位、深さは40－60

cmを測るが、底面のレベルは比較的揃っている。柱径は痕跡から20cm位である。掘方埋土は黒色粘質

土と地山ブロックの混合土でよくしまっている。形態的に見て高床倉庫的建物であろう。

出土遺物　各柱穴から弥生土器の細片が出土しているが、2基の柱穴から須恵器の細片が3点出土

している。1点は奈良時代の高台付杯の鹿部片である。

SB70（Fig・4）

sB62の北東側で検出した建物で、長軸方向をN－6。－Eに取り、SB62とほぼ同一方向に近い。Plは

sx47土器群下から確認された°形態的に1×1間の建物と考える。柱間規模は3．30m、2．33m、床面

積は7・69㎡を測り、SB62より少し小さい。柱穴は円形叉は方略で直径50－80cm、深さは40cm位である

が、底面のレベルはややばらつきがある。柱径は疇跡から15cm強であろう。掘方埋土は黒色又は黒褐

色粘質土で、地山ロームブロックを多く含む。P3は底面に長方形の礎板の痕跡が残る。SB62と同様

高床倉庫であろう。

出土遺物　各柱穴から弥生土器の細片が出土している。中期末から後期初頃の口縁部片がある。
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Fig．3　　比恵第41次地点遺構配置図
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第3章　第41次調査

土坑（SK・SX）

基礎撹乱、地山の汚れ、性格不明の遺構もふくめて、54基検出したが、ここでは主な遺構について

報告する。

SKO4

調査区東境界地で検出したもので、半分が調査区外にかかり、北側が撹乱を受けている。平面形は

半円形を呈し、規模は南北2m、東西0・7m、深さは20cmを測るO底面は浅い皿状を呈す。埋土は暗褐

色粘質土である。全容を検出したわけではないので、遺構の性格は不明。

出土遺物　弥生土器の細片らしきものが6点出土している。

SKll（Fig．5，PL．4）

sE12に切られる不定形の浅い土坑O規模は長径2．14m以上、短径1・82m、深さ16cmを測る。東側半

分はピットの切り合いで凸凹がある。西側部分に礫と土器片が散漫に出土しているが、まとまりはな

い。埋土は淡黒褐色砂質土である。

出土遺物（Fig．6）弥生土器から土師器、須恵器の細片を少量含む。須恵器片から奈良時代位の

ものか。1は須恵器。合子状の器形で復元底径1／6片を測る。内外面回転ナデ。合子を模倣したもので

あろうか。

SK13

図示していないが調査区東側で検出した略長方形状の浅い土坑。規模は2・4mX1．3m、深さは12cmを

測る。床面はピットが切り合い凸凹が著しい。埋土は暗灰褐色粘質土で、地山の汚れであろう。

打

○

P 1

（S P

P 2 （

P 4（S P 94 ）

－⊂⊃
－（－ⅴつ
CYつ

2 ／3 3　　　　 r 鴫－

P 3 （－s P 10 1 ）

Fig・4　SB62・70（1／80）
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（1／40）

SK16土層名称

1・黒褐色粘質土に橙色ロームブロック混入
2．1より暗い
3・2よりロームの混入多い
4・黄褐色砂質ロームブロックに黒色粘質土
ブロック混入

SK18土層名称
1．時灰褐色粗砂混土
2．時灰褐色粘質土
3．黒灰色粘質土

L＝6・00m

L＝6．00m

0　　　　　　　　　　　　　　1m
）　　　　　　　　　　　．一一」

L＝6．00m

F’ig．5　SKll．16－18．49・50（1／30．1／40）

－8－



第3章　第41次調査

SK13

和電
4

SK32
1　　　′

＼一一　碧′

13

SK17

＝腎芸麹二
6　　　　　　7

＼千一〒」ヨ下
14

一一二鼻二一二
′　8

C〕
l

ヽ

ヽ

／

0　　　　　　　10cm
土．．．－：　　　　一二∃

Fig．6　SKll・13・16．17・28．32出土遺物（1／4）

－＼町二

出土遺物（Fig．6）　弥生土器・土師器などの細片を少量含むが、須恵器片を2点含む0　2・3は

須恵器の甕の胴部小片。外面木目直交の叩きで部分的にカキ目を施し、内面は同心円状のあて具痕と

平行叩き痕が残る。3は高塀脚部接合部片。内外面ナデで内面しぼり痕が残る。

SKIG（Fig．5，PL・4）

調査区北東側で検出した、長軸をN－Wに取る隅長方形の土坑。規模は長さ1．56m、幅0．88m、深さ

は最大で60cm余りを測る。壁面の立ち上がりはかなり急であるが、北側と南側はそれぞれピット状に

落ち込む。埋土は黒褐色粘質土を主体とし、橙色から黄色の地山ロームブロックを混入する。

出土遺物（Fig．6）弥生土器片などが出土している。時期的には弥生中期後半以降のものを含

む。4は上層より出土したもので土師器の高塀杯脚部接合部片である。内外面はマメツが著しいがへ

ラ削りのちナデで、色調は橙色、胎土は粗砂粒を多く含む。

SK17（Fig．5，PL・4）

調査区北壁近くで検出した、長軸を略東西方向に取る隅丸長方形状の土坑。規模は長さ1・55m、幅0．87

m、最大深さは76cmを測る。壁の立上がりは直立又はややオーバハングし、底面は北壁沿いに狭いテラ

ス状の高まりをもち、その南側は両側にピット状の落ち込みをもつ。床面は凹凸が著しい。

出土遺物（Fig・6）弥生土器片がかなりの量出土しているが、時期的には後期頃の遺物を含み大

半が細片である。5は弥生土器の短頸壷口縁部小片。口縁はやや内傾し短く外方へ屈折する。外面に

ぷい橙色で一部黒斑がある。胎土は精良。
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26

O

LL－＿一口田口！　　　　一一一一一一一一2Pcm

Fig．7　SK42出土遺物（1／4）

SK18（Fig．5，PL．4）

調査区中央で検出したSD14を切る長楕円形状の土坑。長さ1・70m、幅0・60m、深さ22cmを測る。土

坑断面は逆台形を呈す。埋土は上層が暗灰褐色粗砂混土、粘質土を主体とし、下層が黒灰色粘質土と

なる。

出土遺物（Fig．6）　弥生土器から土師器．須恵器・白磁の細片を少量含む。奈良時代の高台付杯

や白磁小皿の鹿部細片を1点含む。42は砂岩製の凹石片。上面が使用によりやや凹む。現存長6．2cm、

幅6．9cm、厚み4．1cm、重さ235gを測る。

SX21（Fig．8，PL・4）

SK18の西側で検出した不定形の土坑。長径0．90m、短径0・73m、深さ15cmを測る。底面は中央を背

にして北側と南側が深くなる。南北両側に直径2－5cmの打ち込まれた杭があった。底面北側には長

径8－17cm位の自然石や割石が床面に密着して出土している。埋土は囁褐色砂混土で、周辺の遺構面

には粗砂がかぶり、流水があった状況を示していた。このことから水田遺構の水口と考える。
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Fig．8　SK54・69・SX21（1／30）

L＝5．70m

0　　　　　　　　　　　　　　1m
1∴、．田．11－：　　　　　　　－！

出土遺物（Fig・12）　弥生土器から土師器、須恵器の細片を少量出土しているが、中世の須恵質土

器の鉢鹿部片らしきものも含む。45は土師器の高塀の脚筒部片、磨滅しているが、外面ハケ目、内面

ナデ。65は砥石の破片。石質は砂岩で焼けている。

SK28（Fig．11，PL．4）

調査区南壁近く、SB62を切る方形近い不定形の土坑で一部基礎撹乱で消滅する。規模は長径2．5m、

短径2．0m、深さ10－34cmを測る。床面は平坦でなく凹凸が著しい。埋土は黒褐色粘質土である。

出土遺物（Fig・6）　弥生土器から土師器、須恵器の細片がややまとまって出土している。出土し

た須恵器から奈良時代であろう。6－10は須恵器。6・7は奈良時代の杯蓋言綾部小片。言縁部が短

く屈折して立上がる器形。7は焼成がややあまい。8は杯身小片。小田富士雄氏の須恵器編年のⅠⅤ期

位であろう。9は甕の口綾部小片。言綾部が折返し直立する形態で外面櫛描波状文が入る。10は甕胴

部小片で、外面は木目直交の叩きで所々条線を加え内面は同心円状のあて具痕のちナデ消す。11．12

は土－師器の高塀脚部片。いずれも磨滅がひどいが、12はナデ。12は接合面の頂部に2ヶ所の径2mmの

張り穴のような穿孔がある。12は胎土に赤色粒子を含み、焼成はややあまい。

SK32

SK28の東側で検出した長辺7m、幅1・4－1．7mを測る。溝状の土坑・深さは最大で22cm程で浅い。

床面は東側が深く、西側が一段高くなり、ピットなどと切り合いかつ地山面が汚染されていたのか、

凹凸が著しい。埋土は灰味がかった黒褐色粘質土で上面にマンガン粒子を含み下層には地山ロームブ

ロックを含む。一部はSD15から続く溝の可能性もあるが、ここでは一応土坑の内に入れておく。

出土遺物（Fig・6）　弥生土器から土師器・須恵器の細片をやや含む。須恵器の形態から奈良時代

であろう。13・14は須恵器の高台付杯1／3片、1／8片。復元高台径は5cm、8・4cmを測る。13がやや小ぶ

りの器形である。13は胎土に黒色粒子を含む。14の外底には自然釉がかかる。15は土師器で移動式カ

マドの鍔の部分である。全体に磨滅が著しいが内面は刷毛目が残る。61は小型の不明土製品で扁平な

楕円形でく字状に屈折する。長さ2．5cmを測る。

SK42（Fig・10，PL．5）

調査区北西隅黒色の包含層を撤去した所で検出した不定形の土坑。南東端部は撹乱によってやや削
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第3章　第41次調査

平を受ける。規模は長さ4．1m、最大幅2．1m、最大深さは35cmを測る。断面は船底形を呈し、東壁

側からだらだらと深くなり、西壁寄りに深くなり、壁の立上がりはやや急となるO底面にはピットが

切り合い、凹凸があり、SD41に向かって水が流れたような溝状の落ち込みがあり、わずかに傾斜を持

っ。埋土は上層が淡黒褐色砂礫混土、下層が黒色粘土に黄白色ローム粘土ブロックを多く混入する。

底面は黄白色ロームブロックである。

出土遺物（Fig．7，PL．8）　弥生土器がコンテナ1箱出土しており、出土量は多い。時期的に中

期後半から後期中頃の遺物を含む。16．17は壷。16は言綾部1／4片で、復元口径15cmを測る後期中頃の

複合言縁壷。17は鋤先状の言縁部小片。外面は丹塗りで細かいタテハヶ。16の胎土に赤色粒子を多く

含む。18－20は甕の言綾部片。18はく字状の言綾部1／4片で、復元口径17．5cm。内面は粗いハヶ、外面

は細かいハヶ。19は1／6片。言縁の外折の度合が強い。復元口径26cm。磨滅がひどく、外面ハヶがかす

かに残る。20はやや外傾する逆L字形の口縁部1／6片で、磨滅がひどいが外面ハヶがかすかに残る。21－23

は甕の鹿部片。底径8．8cmを図る。21は鹿部に3・8×3．8cmの方形の穿孔がある。焼成後の下からの穿孔

である。外面磨滅がひどいがハヶ目が残る。22は1／4片で、復元底径9．2cmを測る。外面ハヶ目が残る

が、内面は剥落する。23はやや膨らみを持った鹿部片。底径7cmを測り、外面は粗いハヶ目、内面へ

ラ状工具痕が残る。24は壷の鹿部片か。鹿部の器壁はやや厚手で雑な仕上。23．24は5mm以内の粗砂

を混入する。25－27はくびれ部を言縁部下に持つ器台の鹿部片。残存率は1／4片、1／8片、口綾部欠夫

で、復元底径は10．6cm、11．5cm、14．1cmを測る。25・26の内面には工具痕が残る。27は外面は磨滅す

るがタテハケ、内面は指おさえのちナデでへラ状工具による調整を加える。25－27は粗砂を多く含む。

16．20・22・25・26は上層。19は下層出土。18・19は上層・下層と摸合した。

SX46（Fig・10，PL．6）

、調査区西側SD41の東壁を上端が狭く底面近くが広がるように掘り込んでいる遺構である。掘り込み

の規模は溝底から奥行き約3m、幅3mを測る。底面は階段状に掘り込まれ、その段は6段を数える。

蹴上げの高さは12－20cm位で、下の部分ほど蹴上げ、踏み面が広くなる。下方の二段分には建築の部

材らしき板材を基に木の小枝などを用いて踏み面に足置き場を確保できるような造作を加えていた。

水路SD41を掘り下げる時点で確認したもので、溝に関連する遺構である。水汲み場か、溝底に降りる

為の遺構であろうか。

出土遺物（Fig・28，PL．10）弥生土器の甕や器台など破片や建築材などが出土している。206・207

は同一材で建築材。206は板目の板材で、全長18・9cm、幅6．2cmを測る。中央に3．8×2・6cm以上のほぞ

穴があり、削り痕が残る。207は全長93．5cm、最大幅9．2cm、厚さ3・1cmを測る。両面には削り痕が残

り、左から20cm、40cm、20．4cmとほぼ20cmの倍数の間隔で目釘穴が残るが、右側の2孔は貫通してい

ない。206・207の全体の長さは112．4cmを測る。材質は椎。208も板目の板材で現存長132．7cm、最大幅

8．5cm、厚さ2．8cmを測る。表面には削り痕が残り、しっかりした造り。先端は削られ尖る。建築材の

転用か。材質は椎。

SX47（Fig．11，PL．6）

調査区4F区で検出した遺構。地山面のだらだらとした落込みの中に土器が集中する部分があったた

め、不明土坑として番号を付し土器を取り上げた。落込む範囲は東西4m、南北1－7m位の範囲で北

に向かって深くなって行く。最大深さ40cm位を測る。南側は上面にSD14が切る。埋土は黒色粘質土で

ある。

出土遺物（Fig．12，PL．8）遺物量は多くコンテナ1箱程である。時期的には弥生後期後半位の

もの。主なものについて述べる。47は小型の甕でほぼ完型。口径9・8cm、器高14．1cmを測る。胴内外面
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SK63土層
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2．時灰褐色粘土
3・暗灰褐色粘質土昔灰色シルトブロック混入
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はハヶ目、口縁はハヶのちナデ。48－50は壷で、48は口綾部が複合口縁をなすもの。口径16．4。mを測

る。調整は口縁から頸部内外面ハヶとナデ。49は鋤先状言縁の1／8片。50は胴部片で頸部の境に1条の

突帯が巡る。胴外面はタテ・ナナメのハヶ。51はの言綾部小片。復元口径18．3。㎡を測る。内外面ハヶ

目を加える。52－56は鹿部片。52－54は甕で、52．53の鹿部はわずかに凸レンズ状を呈す。54の内底

には黒色の付着物がある。55は壷の鹿部片。外鹿部にハヶ目を加える。56は壷鹿部片である。胴部に

一条の三角突帯が巡り、内面は細かいハヶメを加える。鉢の可能性もある。57は高塀接合部片。外面

はナデか。58は鉢1／4片で、復元口径12．5cmを測る。口綾部直下に穿孔がある。59は円筒状の器台言綾

部1／5片、復元口径14cmを測る。くびれ部は言縁直下にある。60はとび言状の支脚でほぼ完形。器高11

cm、鹿部径12．6cmを測る。頂部はやや傾斜し、中央に2×1．3cmの楕円形孔がある。62・63は土製の投

弾。62が長さ3．4cm、63が2．4cmで両端が欠失する。最大径はそれぞれ1・9cmを測り、重さは9．8g、9・5

gを測る。

SK49・50（Fig．5，PL．5）

調査区北壁寄り2F区で検出した不定形状の土坑。当初別個遺構と考え番号を付し遺物を取り上げた

が、土層・完掘状況から、まるぎり別個とは考えにくいので同一として報告する。長さ2・4m、幅2・07

m、最大深さ30cmを測る。底面は階段状に深くなっていき、最も深い所は北西側にある。埋土は上層が

黒褐色粘質土で下層が橙色ロームブロックと黒褐色粘質土の混合となる。遺物は土坑中央部と南東壁

際に床面よりやや浮いた状態で出土している。

出土遺物（Fig・9，PL・8）遺物の出土量は多く、コンテナ1箱ほどであるO弥生時代後期中頃

の遺物を含むが須恵器片も1点含む。混入品である。28は壷の言縁から胴部1／6片。復元口径20。mを測

る。しまりのない頸部から外湾する言縁部を持ち、言端部は軽い凹線が巡るO外面は粗いハヶ。29．

30は甕。29は丸胴部からく字状に外折する言縁で、復元口径18．6cmを測る。器壁は磨滅がひどく調整

不明。30は1／3片で、長胴の胴部に短い口縁がく字状に外折する器形。復元口径14cm、器高21・2。mを測

る。全体に磨滅がひどいが、外面ハヶ目、内面はナデ。31は甕の鹿部片。32は大形の鉢で、く字状の

口縁部を持つ小片。内外面は調整不明。33－35はミニチュアの鉢形土器でほぼ完形品。口径は5．4。m、

8．0cm、8．0cmを測る。33・35は手づくね、34はへラナデか。

SK54（Fig．8，PL・5）

調査区西側、SD41の東側、土器群SX58の下で検出した隅丸長方形の土坑。規模は長さ1・07m、幅0．86

m、最大深さ45cmを測る。断面は逆台形を呈し、底面は平坦で、2カ所のピット状の落込みがある。埋

土は上層が黒色粘質土、下層は黒色粘質土に黄白色地山ロームブロックを混入する。

出土遺物（Fig・9）遺物の出土量は中ビニール袋3袋程で、甕や丹塗り土器片を含む。36は弥生

土器の甕口綾部小片。逆く字形の言縁で、言縁下に1条の突帯が付く。中期中頃のものか。

SK63（Fig．11，PL．5）

西側II区上面で検出した不定形の土坑。南北主軸の長方形の本体から西に細く溝状の延びる張り出

しが付く。規模は南北に1．95m、東西3．1mを測り、底面は南と西からテラスを持って階段状に深くな

り最大深さ20cmを測る。ちょうど屈曲部のところに0．6×0・5m、底面からの深さは10。m程の浅い楕円形

状のビットがあり、その上面に25cm前後の礫があった。埋土は暗灰褐砂混粘質土で下層は粘性が強く

なる。遺構の性格はわからない。

出土遺物　弥生土器の甕などの破片ほか移動式のカマドらしき破片も出土しており、古墳時代後期

から奈良時代位の時期であろう。
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SK67（Fig．11，PL・5）

II区上面で検出した略円形を呈す土坑で一SK68に西側を切られる。全容は不明。規模は長形1・4m以

上、短径1．2m以上、深さは28cmを測る。底面は平坦面を持たず、中心に向けて深くなる。底に密着し

て木片が出土している。埋土は黒色粘質土であるO出土遺物はない。

SK68（Fig・11，PL．5）

II区上面SK67西側で検出した不整楕円形状の大型土坑で、北側は不明。長径は推定で3m、短径2

m、深さ最大で56cmを測る。底面は平坦面がなく、中心部に向かって緩やかに深くなる。埋土は黒褐色

粘質土と黒色粘土の混合で、上面は鉄分が沈殿し固く締まる。下層は黒灰色粘土である。人為的に埋

めた状況を示す。

出土遺物（Fig・9）弥生土器片が主に出土しているが、他に須恵器片を含む。37・38は弥生土器

で、37は小型の鉢か甕の口縁から胴部1／8片。復元口径18cmを測る。胎土に赤色粒子を含む。38は器台

脚部1／4片。胎土に粗砂を多く含む。いずれも後期後半のもの。39は赤焼けの須恵器の高台付杯鹿部

片。高台径9．4cmを測る。外鹿部にへラ記号が入る。7世紀後半代のものか。41は土製の円盤。径4．7×

5．1cm、厚み0・8cmを測る。縁辺は擦って成形している。

SK69（Fig．8，PL．5）

II区SD41底面で検出した不整隅丸方形状の土坑。規模は0．56×0．64m、最大深さ30cmを測る。壁面

は比較的急で底面は平坦。埋土は黒色の軟質粘土で下方に木の枝、某、種子などがあった。また上面

に完形の甕40が横たわっていた。

出土遺物（Fig．9，PL．8）40は弥生土器のほぼ完形の甕。口径14・1cm、器高16．5cmを測る。外

面粗い刷毛、内面へラ状工具のナデ。全体にややいびつである。胎土に砂粒と赤色粒子を含み、焼成

は良好。

、、その他の土坑出土遺物（Fig・12）

SX19出土遺物　SKll北側で検出した不定形状の浅い土坑で、床面は凸凹が激しい。43は弥生土器の

甕口綾部1／8片。中期後半位のもの。64は石錘か凹石で石質は花崗岩。扁平な楕円形の石材で上下両面

磨かれており、両側辺にわずかな欠き込みがある。重さ265gを測る。

SX25出土遺物　45・46は須恵器で、45は埠蓋破片、46は甕口綾部破片O

井戸

SEO2（Fig．14，PL．3）

調査区北壁東側半分が調査区外にかかる井戸。現状での確認規模は長径2．96m、短径1．4m以上、深

さは1mを測る。平面形は現状で隅丸方形状の井戸本体から東側に底面が階段状を呈す張り出し部分を

持つ。井筒などの内部施設は調査では確認できていない。素堀りの井戸であろうか。埋土は上層が黒

褐色土で下の方ほど粘性が強く、また壁からの崩落土の赤褐色の地山ローム粘土を多く含み、軟弱と

なる。

出土遺物（Fig．15）弥生時代から土師器・須恵器の細片を少量含む066・67は須恵器の甕言綾部

小片。66は言端部は稜を持って直立し、断面三角状を呈す。上層出土。67は言頸部小片で、外面木目

直交の叩きのちかき目、内面は同心円状の叩きのちナデ。
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SE12（Fig．14，PL．4）

SK11を切る井戸。ほぼ円形で規模は1．40×

1．64m、最大深1．15mを測る。底面はすぼま

り、先端は不定形状に一段落ち込む。壁面は

上面から50cm下位のところで最大20cm位奥

に決れ、このあたりまでが湧水点であったの

であろうO　井戸の埋土は暗灰褐色粘質土で地

山ロームブロックを含むが、下層程粘性が強

SX19

く、灰色粘土に変わる。

出土遺物（Fig・15）弥生土器から土師器．

須恵器片を少量含み、黒曜石片を1点含む。

68は須恵器の長頸壷か高台付埠の鹿部1／6片。

復元高台径12・5cmを測る°　内外面ナデ。8世

紀前半のもの。

SE椚（Fig．15，PL．3） 1－

』妄言　一一一一一一．⊥－

10cm

北東部で検出した上面が隅丸方形、下面が円

形を里す井戸。規模は上面で0・95×1．0m、深　　　　Fig．13　SX19・25．47・SK32出土遺物（1／3）

さ1．3mを測る。断面はほぼ四箇状であるが上端から70cm位下から壁が決れ、このあたりが湧水点であ

ったと考えられる。湧き水がひどく底面は軟弱であった埋土は黒色粘土で下の方ほど泥土に近くなる。

底近くに木器や木材、完形の長頸壷などがあり、上面部には大形の成人甕棺の破片約2個体分廃棄さ

れたような状態で出土している。

出土遺物（Fig・16・17・28，PL・9）各層から多量の土器が出土している。底の方からは木器や

木の実、石器類も若干出土している。

72－79は上層出土。72は丹塗の短頸壷、1／6片で復元口径17．5cmを測る。73は鋤先状目線を持つ壷口

綾部1／6片で、復元口径37．5cmを測る。口端部にへラによる刻目を持ち、内外面ナデ074－76は甕074・

75は逆L字形の口綾部片。74は1／8片、75は1／6片で復元口径は32cm、34cmを測る。76は鹿部片073・74．

76は砂粒以外に赤色粒子を含む。77は中空の支脚1／2片。全面指おさえ仕上げ、78・79は上層に廃棄さ

れていた甕棺片。大半が小片で完形に復元出来なかった。いずれも頸部が締まり、日録部は達し字形を

呈し、言縁下に一条の三両突帯が付く。言線内は打ち欠かれている。78は1／6片で復元口径46．2cm、79

は1／8片で45．5cmを測る。79は胴部中央に2条の突帯が巡る。器壁は磨滅が著しく、外面はわずかに刷

毛が残る。

80－87は下層出土。80～82は壷。80．81は長頸の壷で、80は復元完形、81は完形品、器高は25・8cm、

31．7cmを測る°82は横位で出土している。いずれも口綾部は鋤先状を里すが、意図的に打ち欠かれて

いるO打ち欠いた破片は井戸内に捨てられていた。いずれも外面は丹塗りで、80はへラによる暗文が

入る。突帯は80が頸部と胴部に1条、81は3条巡り、胴部の穿孔は80が2ヶ所、81が1ヶ所ある。調

整は80の外面は丁寧なへラ研磨で鹿部は5分割でへラ研磨を施す。81はナデで鹿部近くはハヶ目。焼

成はいずれも良好。82は壷の胴．鹿部部1／2片で丹塗り、外面はへラ研湊、内面はナデ。83～85は甕。

83．84は言綾部片。83は1／6片で復元口径21・6cmを測る。調整はハヶのち丁寧なナデ。84は1／6片で復

元言二径30cmを測る。器壁の磨滅は著しく調整不明。言綾部内面近くはハヶ目が残る。85は甕鹿部1／2

片。外面はタテハヶ。内面ナデで丹塗り。外底は雑な仕上げ。85は胎土は精良で赤色粒子を少量含むO
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0

⊆＿二一一一一十一一一一一±⊇m

L＝6．00m

讐崇讐鵠
2．番灰色土（盛土）

3．暗褐色土（粘性が強い）

4．黒褐色土（粘性が強く、粒子が細かい）
5．黒褐色土湖るく、鉄分．マンガンを多
く含む）

6．黒褐色砂混土（固く締まる）

7．黒褐色土（灰味を帯び、上層は砂を含む）
8．黒灰褐色粘質土

9．8（赤褐色地山ローム大ブロック多く混入）
10・8（赤褐色地山ローム小プロッタ少量混入）
11．暗灰色粘土（軟質で粘性が強い）
12．1日赤褐色地山ロームブロック少量混入、
軟質で粘性が強い）

13・1日赤褐色．寮橙色地山ローム大ブロック
混入、軟質で粘性が強い）

L＝6・00m

SE02

L＝6・70m

Fig・14　SEO2．12．40・59（1／40）
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SEOZ

′一・一21－L‾－．一一一．－＝ごこご＝

SE59

’＼甕≡上表／′／才一亡0

0　　　　　　　　　　　10cm
1－，111－：1－　一一」

1

l一一一二二一

∈∃＝才′

Fig．15　SEO2．12．59出土遺物（1／4）

86は長頸壷の胴鹿部を打ち欠き鉢に転用したもの。器高12．3cmを測る。磨滅がひどいが外面はナデで

ハヶ目が残る。胎土は84－86は赤色粒子をふくむ。87は楕円形状を呈す土製品O長さ2．1cm、直径1．7

cm、重さ3gを測る。胎土は精良。203は長方形の扁平な柾目の杉の板材で、長さ14・6cm、幅3・6cm、厚

み0．9－0．7。mを測り、両端が鋭角に加工されているが、両側面は割目が残り、いきていない。箱形容

器の蓋の一部の可能性がある。

SE59（Fig・14，PL・4）

調整区中央部、SD20、SK32の下で検出した円形の井戸で、規模は1．4×1・22m、深さ1．62mを測

る。黄白色の八女粘土層迄掘り混んでおり、湧き水の為か井戸底は非常に軟弱であった。上端から約

20cm下の地点から周壁が挟れており、最大20cm位奥に入り込んでいる。あたかも断面はビヤダル状の

形態を呈す。埋土上層は人頭大の花崗岩の焼けた円礫群が流れ込んでいた。埋土は黒褐色粘質土で下

層程灰味と粘性が強く、壁からの崩落土を含む。

出土遺物（Fig．15）弥生土器から土師器・須恵器の細片を少量含む。69・70は須恵器069は奈良

時代の高台付杯1／4片で、復元高台径10cmを測る。70は甕頸部1／5片で、外面格子目叩き、内面は同心

円状のあて具痕が残る。焼きぶくれする。いずれも胎土は精良。71は土師器の把手で指おさえ仕上げ

である。

溝状遺構

SD41を除けばいずれも小溝で北東から南西方向に流れる流路である。

．sDOl（Fig．18）

調査区北東隅、SD14を切り、北東側はSEO2、南西側は撹乱に切られ、確認した部分は少ない。確認

長1．9m、幅0・4－0．6m、深さ4cmを測る。埋土はやや粘性のある褐色土である。

出土遺物（Fig．19）弥生土器から土師器．須恵器の細片を少量含む。88は須恵器の高台付埠鹿部

1／6片で、復元高台径10．6cmを測る。やや丸底を呈す鹿部に外に開く短い高台がつく。胎土は精良で焼

成はやや甘い。89．90は土師器の把手で、残りは憩いが、指おさえ痕が残り、胎土に粗砂を含む。

SDO3（Fig．18，PL．3）

調査区を堪東から南西へわずかに湾曲して貫流する小溝。SD14とSD20に切られ、南西側の先端は不

明。溝幅は0・4－1．0m、深刹ま30－45cm位で、溝断面形は中心が深くなり船底形を呈す。埋土は灰味が

強い黒褐色粘質土で、下のほうは赤褐色ロームブロックを混入する。水口と考えられるSX21が西側に
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．Ⅰ、州1日

Fig．16　SE40出土遺物1（1／4・1／6）

隣接しており、底から西側に粗砂が流れた跡があり、水田に伴う水路の可能性がある。

出土遺物（Fig・18，PL・9）弥生土器から土師器、須恵器片がコンテナ2箱弱出土している。大
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0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20cm
，一一．1．1－、－　－：　　　　　　　　　　　　！

Fig．17　SE40出土遺物2（1／4）

半が弥生土器片であるが、奈良時代の須恵器も含む。91－99は須恵器。91・92はⅣ期の杯身小片。復

元口径は91が11cm、92がやや不正確で口綾部の立上がりは直立する。胎土は比較的良好。内外面ナデ。

93－95は埠蓋。93・94は扁平な天井部で言綾部が短く内折して直立する器形。4は黒色粒子を含む。

95は扁平なつまみが付くもの。93－95迄奈良時代のもの。96－98は高台付杯でいずれも小片。復元口

径は97が9．4cm、98が7．8cmを測る。短いコ字状の高台が付く。胎土は93－98まで細砂粒を含むが精良、

焼成は良好。99は甕肩部細片。外面自然釉がかかり、焼き膨れる。内面はナデ。胎土に粗砂を含む。

－23－



第3章　第41次調査

L＝5・80m sDO3－1ベルト土層　　　　L＝5・80m sDO3．14－3ベルト土層

1．黒褐色粘質土
2．黒灰色粘質土
（地山ローム土混入）

L＝5・80m sDO3－5ベルト土層

1．黒灰色粘質土

（上面砂を混入する）
2．1で黄白色ローム混入

L＝5．90m SDO3－4ベルト土層

L＝5．80m SDO）14－1ベルト土層

≡一二三享≡≡

1．褐色土（粘性がややある）．．．sD01

三一三一4軍
1．黒褐色粘質土
2．1でより灰味を帯びる
3．2より4の粒子を多く
含む
4．赤褐色ロームブロック

L＝5．80m sD14－2ベルト土層

三こⅠ二＝∈i：蒜㌫㌫し諾。
マンガン粒子含む）

L＝5．90m sDO3．14－2ベルト土層
1．黒褐色粘質土
2．1より灰味が強い粘質
3．赤褐色ロームブロック
（2と焼土ブロックを混

L＝5．80m SD15－2ベルト土層

1．黒灰褐色粘質土（地山ローム粒子を
多く混入）
2．1と明橙色ローム大ブロックの混合

L＝5・90mSD20－2ベルト土層

≡≦≧≡：ユ三雲≡

1・黒褐色土

3：芸霊宝孟磨酎嵐口二遠ぶ）sD14　　2．黒褐色砂（鉄気を多く含み、固い）

L＝5・90m SD14－5ベルト土層

1．黒灰色砂混土
2．黒褐色粘質土（黄橙色
地山ローム混入）

L＝5．80m SD15－1ベルト土層

1．黒灰褐色粘質土（ローム粒子を少量含む）
2．1よりローム粒子ブロックの混入多い

L＝5・80m sD15－3ベルト土層

1．黒褐色粘質土（マンガ
ン粒子を上層に含む）
2．黄橙色ロームブロック
（暗灰色粘土少量混入）

1m
！1－一－、11田－：　　　　Ⅰ

Fig．18　SD03・14・15・20土層（1／30）

100－103は土師器。100は埠鹿部1／6片。磨滅が著しいがろくろ引痕が残る。焼成はややあまい。101は

高年脚部片。筒部は中実である。内外面ナデ。102・103は把手で指おさえのちナデ。。100－102共砂粒

以外に赤色粒子を含む。115は石錘片で、現存長3．8cm、幅3・9cmを測る。右側辺に欠き込みがある。安

山岩質の石材である。

SDO8

調査区南東隅で検出した小港。確認長は約5m、幅は0．3m、深さ3cm位で浅い。埋土は暗褐色粘質

土である。新しい時期の水田に伴う溝であろうか。出土遺物は土器の細片が少量出土しているO

SD14（Fig・18，PL・3）
Ⅰ

調査区北東から南東側へ、SD03と絡まりあって蛇行して延びる小港。SD03を切る溝であるが、SD03

よりは浅い。溝幅は0．4－0・8m、深さ10cm位を測る。溝断面は逆台形で、埋土は黒灰色粘質土で、上面

にマンガン粒子が沈殿する。一部礫がまとまって出土している所もあった。

出土遺物（Fig．19）　弥生土器から土師器・須恵器の破片がコンテナ1箱程出土している。細片が

多く、奈良時代の須恵器片、カマド片が少量出土している。104は土師器の高台椀鹿部小片。鹿部中央

に直径7mmの円孔がある。105は内黒土器椀鹿部1／3片で、復元高台径7・2cmを図る。内面はへラ研磨

で、外面は磨滅するがナデ。いずれも細砂粒を含むが精良。104は二次的加熱を受けもろい。117は凹

石又は敲石。長さ10cm、幅7・7cm、厚さ4・4cmを測る。各面に使用痕が残る。石質は目の粗い砂岩。

SD15（Fig．18，PL．3）

調整区中央を北から南へ流れる溝であるが、中央部でSD20．14などと切り合う。南半分の続きは不

明だが、SK32につづく可能性がある。幅は6．7－1・4m、深さは25cm前後を測る。溝断面は逆台形を呈

すが、底面はピットや落込みがあり一定していない。埋土は上層が黒褐色粘質土で上面にマンガン粒

子を含み、下層はそれに地山ロームのブロックを多く含む。

出土遺物（Fig・19，PL・9）弥生土器から土師器・須恵器片を含み、もろくなってはいたが獣骨
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Fig．19　SDOl．03．14・15・20・24出土遺物（1／4）

なども含んでいた。106．107は上層出土でいずれも須恵器。106は杯身小片でⅣ期のもの。107は高台

付杯鹿部1／6片。復元高台径10．3cmを測る。短い高台が付く。焼成はやや軟質。108も上層出土で、黒

色土器椀の鹿部1／3片か。復元高台径6・7cmを測る。胎土は精良だが、焼きはあまい。116は上層出土の

有溝石錘、長さ57cm、幅1．4cmを測る。石質は粘板岩である。

SD20（Fig・18，PL・3）

SE12から起点が始まり、西に延びるSDO3．14・15などを切る小港で、途中SD24が分岐する。溝幅

は0．3－0・6mを測り、深さは10cm前後を測る。埋土は黒褐色土で、下層は黒褐色砂となり、鉄分が沈殿

し固く締まる。

出土遺物（Fig・19）　弥生土器から土師器．須恵器片が出土するが、量はそれ程多くない。白磁碗

言縁部小片が少量出土している。109－111は磁器、109は白磁碗の鹿部を円盤状に打欠いた玩具であ
ノ

る。長径7・6cm、一短径6・5cmを測る。110は言縁端部に丸味を持たせた白磁碗口綾部小片である。釉色は

ややにぷい黄白色。111は青磁碗鹿部の小片。畳付は擦っている。－112は須恵器の小皿鹿部1／6片O復元

口径4．8cmを測る。内外面ナデ。113は須恵器の甕胴部片を打欠いて船形に成形した不明製品である。

玩具であろうか。
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SD24・31

SD20に切られる小港、撹乱を隔てて南西側のSD31に連続するものと思われる。SD14との関係は不

明。埋土は黒褐色粘質土。

出土遺物（Fig．19）　弥生土器から土師器．須恵器片を含むが、量は少ない。115は須恵器の埠蓋1／

8片。復元口径11．8cmを測る。内外面ヨコナデ。胎土は精良。Ⅳ期のもの。

SD29

SD20に切られて南西方向に延－びる小港で幅20－40cm、深さは4－10cmで、埋土は暗褐色粘質土である。

出土遺物　弥生土器から土師器．須恵器の細片を26点ほど含むが、時期を決めるものはない。

SD37

この溝はSD14又は20から続く溝である。埋土は黒褐色粘質土である。

SD41（Fig．22，PL．2）

調査区Ⅰ区西側からII区にかけて検出した主軸を磁北からやや西に振る溝である。この溝の，西側は

東岸より30cm程低くなり、水田面となる。溝の確認規模は25m、幅は4－5mを測る。深さは1．1－1・5

mで軟弱な白色粘土層迄達している。溝の断面形は幅広のU字形である。溝の湧水はひどく、たえず排

水をしないとすぐ水がたまる状況であった。溝は堆積状況から大きく2時期の洪水による埋没が見て

とれる。堆積土は各期の溝とも粗砂、シルト砂の互層状態の堆積状況を示し、粘土堆積層は若干上面

と下層に含むだけである。遺物は各層から出土しているが、下層からは祭祀と思われる胴部に穿孔を

受けた完形の甕などが出土し、また若干の木器、木の実などの植物遺体も出土している。また溝底に

は杭が東岸沿いに打ち込まれて、SX46の北側で溝を横切るように屈折する。溝底からはSK69が検出さ

れている。溝の西側は水田面が展開し、その水利施設である水口が確認された。

出土遺物（Fig．21．23－28，PL．9・10）　上層から溝底迄多量の土器と若干の木器、石器、土製

品が出土している。胴部穿孔の完形土器や手捏ねのミニチュア土器など祭祀的性格を持つ遺物も出土

している。遺物は便宜的に上．中・下・底層として遺物を取り上げたが、各層から多量の遺物が出土

している。時期的には弥生時代中期後半から後期にかけてのものがある。溝の性格としては板付遺跡

などで確認されている台地縁辺を巡る水田の水利施設を兼ねた水路であろう。この溝の続きは今のと

ころまで確認されていない。

119－129は上層出土。119－121は中型から大型の壷の口綾部片。119は頸部がすぼまる言綾部1／4片

で、口綾部は袋状を呈す。外面ハヶ、内面ナデ。120は1／8片で鋤先状口縁を呈し、言端部には櫛状工

具による刻目を持つ。121は1／3片で、袋状言縁気味の複合口縁を呈し丸みを持った逆く字形を呈す。

復元口径はそれぞれ11cm、35cm、22．5cmを測り、胎土は砂粒を多く含む。122は外面丹塗りの瓢形土器

の胴頸部片である。頸部との境の突帯に刻み目を持つ。123－125は口綾部片で、1／4片、1／6片、1／6片

で、復元口径は30・4cm、16．4cm、35．5cmを測る。123・124はく字状を呈す言縁を呈す。調整は器壁は

やや磨滅するがハヶとナデ。125もく字状の言綾部であるが、言縁直下に一条の突帯、内面にも突出し

た段が付く。胎土はいずれも砂粒を多く含むが、125は赤色粒子を多く含む。126は鉢の2／3片で復元口

径13．2cmを測る。L字状に外折する短い言縁が付く。内外ハヶ目で、かつ工具痕が残るが、内面は放射

線状にのこる。胎土に砂粒を多く含む。127は言綾部を欠失する小型壷2／3片で、胴部の外面は細かい

ハヶ、内面はへラ状工具による調整、128は甕鹿部片で、鹿部に1．8×1・5cmの穿孔がある。焼成後の穿

孔で、髄として使用されたものか。内面はハヶとナデ、外面はハヶ。129は器台片で復元口径16・2cmを

測る。下半は丸窓状に穿している。外面ハヶ、内面はナデで外面に工具痕が残る。

130－141は中層出土。130は壷の胴部片。肩のはらない胴部でやや長胴である。やや磨滅するが外面
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ハヶで頸部に工具痕が残る。内面はへラナデ。

胎土に粗砂を含む。131－133は甕でいずれも

L字状の口縁を持つ。131は1／4程欠失するが上

層から下層の破片が摸会した。口径14．8cm、

器高17cmを測る。やや磨滅するが外面ハヶ、

内面はハヶのちナデ。鹿部にもハヶ目が残る。

129は1／4片で復元口径22．5cmを測る。やや磨

滅するが内外面粗いハヶ。133は大型品で復元

口径36．2cmを測る。頸部に一条の突帯が巡尋。

胎土に粗砂と赤色粒子を多く含む。134．135

は鉢。134は1／2片で口径12．2cm、器高7．5cmを

測る。外面はハヶ、内面指押え痕が残る。135

はほぼ完形で口径12cm、器高7・5cmを測る。外

面姓なハヶ、内面ヨコへラのちナデ調整で放

射線状に工具痕が残る。鹿部に2．7×2cm位の

穿孔がある。外面色調は橙色で丹塗りか。い

ずれも胎土に粗砂と赤色粒子を多く含む。136

は皿形の鉢1／4片で、復元口径15cmを測る。手

SDO3

⊂＝⊃

SD14

SD15

ー鼎

了干了
十一一一一一一つ

－倫

SD20
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Fig．20　SD03・14・15．20出土遺物（1／3）

づくねで粘土が付着しているなど雑な仕上げ。器壁のひずみがひどく本来と異なる可能性もある。胎

土は良好。137－140はミニチュア土器。137は手づくねで口綾部を欠失する。138盃形のもので1／3片。

復元口径8・5cmを測る。言端部を丸くおさめる。内外面丁寧なナデ。139・140は鉢形で1／3片、1／2片。

復元口径7・4cm、7．8cmを測る。139は全面指ナデ、140も指ナデ仕上げ。141は小型の器台1／2片で、復

元．口径6・5cm、器高10．6cmを測る。外一面ハヶで、工具痕が残り、内面はナデで指おさえ痕が残る。胎土

に姐砂を多く含む。

142－155は下層出土。142－155は壷。142は鋤先状言縁の1／6片。復元口径26cmを測る。口線内外面

丹塗りであるが器壁は荒れる。胎土は細砂粒を多く含む。143は複合口線の壷の口縁から胴部にかけ

て、復元口径18cmを測る。頸部に一条の突帯が巡る。外面は粗いタテハヶ、内面はナデ。144は凸レン

ズ状を呈す鹿部片で、外面ナデ、内面はハヶデ、外底は丁寧なナデ。胎土に粗砂を多く含む。145は直

言気味の壷の1／4片で、復元口径は30．6cmを測る。頸部に一条の突帯が巡る。内外一面丁寧なナデ。胴

内面にはへラナデ痕が明瞭に残るが、外面鉄分が付着する。146－148は甕。146．147は小型甕で、146

は1／4片で復元口径12．7cm、147は1／3片で復元口径14cmを測る。いずれも外面はハヶであるが、内面は

146がハケとへラ状工具のナデ、147がナデのちハヶ。148は鹿部片で、胴内外一面ハヶ、鹿部に2．6×2・8

cmの略方形孔が外底から焼成後に穿孔される。149－151は器台。いずれも円筒状のものでくびれを胴

部上半に持つ。149はほぼ完形で、口径8．8cmを測る。外面ハヶのちへラナデ。150は言綾部1／6片で、

復元口径11・6cmを測る。外面は細かいパケが残る。151は口綾部を欠失する1／3片で復元脚径12．2cmを

測る。外面はパケ。胎土に砂粒を多く含む。152－154は鉢。152・153は軽く外反する口綾部。152は1／

6片で復元口径16．3cmを測るO外面雑なハヶ、内面は丁寧なナデ調整。153は1／4片で復元口径14．4cmを

測る。口縁と頸部の境にかすかな稜を持つ。外面は細かいハヶ、内面は丁寧なナデ。154は2／3片で口

径10cmを測る。外面はへラナデで指おさえ痕が残る。器壁は厚い。155は傘形の蓋1／6片で復元口径16．5

cmを測る。縁辺に沿って2ヶ所穿孔が残る。全面ナデ。焼成は良好。
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SD41上層・中層出土遺物（1／4）
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Fig．23　SD41中層・下層出土遺物（1／4）
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Fig．24　SD41下層．底層出土遺物（1／4）

訝
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156－179は底層出土。156－163は壷。156は口綾部1／3片で復元口径19．3cmを測る。言綾部が水平に

外反する器形。外面ハヶ目、内面へラ痕が残る。157は細頸壷の言綾部小片。復元口径6．2cmを測る。

158は鋤先状言綾部1／6片。復元口径31．6cmを測る。言端部に上下2ヶ所の櫛状工具による刻目が入る。

丹塗りである。159は丹塗壷で言縁から胴部片。復元口径26cmを測る。言端部は凹み、肩部の境に一条
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Fig．25　SD41低層出土遺物1（1／4）
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Fig・26　SD41底層出土遺物2（1／4）

の突帯が巡り、言綾部内外はへラ研磨である。160は無頸壷の1／3片で、復元口径12．3。mを測る。口端

部はナデによる凹線が巡り、肩部から胴部にかけて2条の突帯が巡る。内外面ナデで丁寧な作りであ

る。161は袋状言縁の壷1／3片である。復元口径20cmを測る。外面は磨滅が著しいがハヶ、内面はナデ

で所々ハヶ目が残り、工具痕が残る。162は鹿部片。外面細かいハヶ、内面はナデ。胎土は158が精良。

焼成は156．158．160が良好。163－167は甕。163は完形の甕で溝底よりやや浮いた所で横たわって検

出された。口径28・1cm器高34．7cmを測る。胴外面は細かいハヶを丁寧に施し、内面は幅1．5－2。mの板

状工具によるナデ。口縁外面は剥落がひどく、胴部中央やや下に1ヶ所直径6cm程の円孔が焼成後に

穿孔される。外面鉄分が付着し、黄味を帯びる。164は163と同形態。1／2片で口径28cm、器高37・1。mを

測る。形態はややかたむく。胴外面はタテハヶ、内面はナデ。胴部下半に1・6×1。mの楕円形孔が外面

から穿孔される。煮炊きに使われたのか、外面煤が付着する。胎土は163が砂粒を多く含む。焼成は163

は良好。165は言縁1／8片強で、復元口径31cmを測る。外面は磨滅するがハヶ。内面も細かいハヶナデ。

言縁上面には5条のへラ刻みがあるが、破片のため全体の配列は分からない。胎土には砂粒のほか赤

色粒子を含む。166も163．164と同形態であるが鹿部を欠失する1／4片。復元口径29．5。Ⅲを測る。胴外

面は粗いハヶ。内面はナデ。胎土は砂粒を多く含む。口綾部から胴部外面に煤が付着する。167は1／3

片で、復元口径35cmを測る。頸部に一条の突帯が巡る。胴外面はハヶ、内面はナデで指おさえ痕が残

り、言縁外面はナデ、内面はヨコハヶ。胎土は粗砂を含み雑。168－173は鉢。168は浅い椀形の1／6片。

復元口径14．5cmを測る。内外面丁寧なナデ。言縁外面近くは黒色顔料を塗り、内面は丹塗り、部分的

に黒色顔料を塗るか。胎土は良く赤色粒子を含む。焼成は良好。169－171は底が深く口縁がやや内湾

する形態0169は1／4片、170は1／2片、171は1／4片で、復元口径はそれぞれ9．4。m、10．8。m、10・4。mを測

る。169は内外細かいハヶ、170はナデで外面ハヶが残る。171の内面にはナデで工具痕が残る。焼成は

ややあまい。172は直立する口縁の1／4片。復元口径13．3cmを測る。口縁下に1条の沈線が巡り、外面

は丹塗りである。外面はハヶ。173は言綾部が短く外折する器形の1／4片。復元口径13．4。mを測る。内

外面へラ状工具痕によるナデ。胎土は170－172に砂粒のほか赤色粒子を含む。174－176は器台。いず

れも中空のくびれ部を上半に持つ器台。それぞれ1／3片、1／4片、1／3片で、復元口径は8。m、13．2。㎡、

13．5cm、器高は11．4cm、12．7cm、18・4cmを測る。外面の調整はいずれもハヶ、内面はナデ。171は外面

に工具痕が残る。176は内面に2ヶ所黒斑があり、整形は丁寧で、胎土も良いが赤色粒子を含む。177

は鉢か甕の脚部1／3片。内外面ハヶを加える。178は蓋である。外面は磨滅するがハヶが残り、内面は
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ナデ。胎土に赤色粒子を含む。179はミニチュア土器の鉢1／4片。復元口径5cm。外面上半はへラ、内

面は指おさえのちナデO　胎土に細砂粒と黒雲母を少し含む。

180－186は石器180は石鎌の小片。表面は研磨するが、下面は剥落が著しい。石質は粘板岩か、181

は石包丁片で石材は輝線凝灰岩。表面、刃部は丁寧に研磨されている。182は凹石で石質は粗い砂岩。

上面と両側面には使用により凹む。磨滅が著しい。鉄分を帯び暗黄褐色を呈す。183は長方形状の敲石

で上下両面に使用により凹みがある。上下端部は使用による敲打痕がある。石質は砂岩。184は扁平な

円形の磨石。各面磨かれ、上下両面に敲打痕が残る。185は砥石片。上下両側が使用面。目の細かい砂

岩であり、表面には鉄分が付着する。186は大型の扁平な石錘片。長さ11・7cm、幅10．6cm、厚さ6．0cm

以上を測る。表面磨って仕上げている。中心に下からやや斜めに穿った直径1・3×1．5cm程の円孔があ

り、下端から2、．2cm程途中で止まった直径1cm程の円孔がある。石質は滑石片岩か。鉄気をおびる0180

は上層、183は中層、184は下層、181．185は底層出土である。他に図示していないが、頁岩製の石剣

切っ先片が溝底から出土した。

187－200は土製品。187・188は紡錘形の投弾で長さは3・8cm、3．6cm、直径2・1cm、2．5cmを測る。189－201

は土製の円盤。いずれも土器片を利用し、縁辺に調整を加えて円形又は多角形に近い形に成形してい

る。直径は3．8－7．2cmの大きさである。202は阿高系の土器片で、胎土に滑石松末を混入する。

204．205は木製品。204・205は底からの出土。204は杭に用いられた扁平な柾目の板状の矢板で、長

さ36，9cm、幅10，9cm、厚さ1，9cmを測る。先端は削りで扁平に尖るO材質は椎か。206は三叉鍬の一

部。残存長50cmを測る。頭部は半円形に作り出され、その中央に方形ほぞ穴を穿ち、側刃は五角形に

調整する。材質は樫である。

SD41に伴う遺構

SX52（Fig．30）

SD41に伴う遺構で、SX46の南側で検出した壁面が挟れ、奥へ入り込んだ状況を示すもの。幅1．4

m、奥行き0・5mを測る。遺物が溝中に落込んだような状況を示していた。

209－213は甕。209は言縁から胴部1／3片。復元口径28cmを測る。口綾部はく字状を呈し、外面は密

な粗いタテハヶ、内面は雑なパケのちナデ。後期前半のもの。210－213は鹿部片。底径はそれぞれ9．2

cm、9cm、9・2cm、10cmを測る。外底はいずれもわずかに上げ底。外面はハヶ、内面はナデ。214は器

台で1／5程欠失。復元口径17cm、器高20．1cmを測る。言縁は脚部並に外反して開く、そのくびれ部は上

半にある。外面はタテハヶ、内面はナデでへラ状工具痕が残る。

水田面（Fig．31，PL・7）

調査区西側II区、溝SD41西側で検出した水田面。東側台地遺構面より約0．5m程低い。溝SD41の埋

土については奈良時代の遺構を検出した面で確認出来たが、水田面についてはこの面を更に30cm程掘

り下げた所で、排水口と思われる水の流れた窪みとその周辺に流砂が堆積していた為、この面を水田

面と考えた。この面の土は暗灰黄色粘質細砂で、鉄分が上下に貫入しているO　上層土は灰オリーブ細

砂、下層土は暗灰色～黒褐色粘土で、いずれも鉄分を多く含む。レベル的にもほぼ水平である。畦畔、

足跡については調査区が狭い事や、砂のかぶりが少ない事から土層断面の観察などを充分行ったが、

確認出来なかった。時期的にはSD41に伴う時期であろうか。炭化米や杭などは確認出来なかった。排

水口については水田側先端が狭く、溝側に急に広くなる形態で幅2m位に広がる。この水田面を掘り下

げると下は黒褐色から黒色の植物を多く含む粘土となり湿地のような淀みの状態を示し、地山面は白

色の八女粘土となる。
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Fig．28　　各遺構出土木器（1／3．1／4．1／10）

出土遺物（Fig．35、PL．10）いずれも水田面上で出土した遺物である。241は小型壷の胴鹿部片

で、胴部最大径14・6cmを測る。鹿部はやや凸形を呈す。胴外面は磨滅が著しいがハヶがわずかに残り、

内面はナデで指押さえ痕が残る。242は甕鹿部1／2片で、復元底径9・5cmを測る。鹿部はやや上げ底で布

目痕が残る。胴外面はハヶ、内面はナデ。243は器台脚部1／3片。復元脚径14．2cmを測る。外面は細か

いハヶ、内面はナデ°　以上から後期前半～中頃の時期か。

包含層・土器群出土遺物（Fig．30・34・35，PL．9）。

調査区Ⅰ区西側3－5ラインのF～H区を中心として黒褐色の包含層が堆積しており、その中から遺

物が出土している。一部はSX58として取り上げた。SX58は4G区で検出した土器が集中する部分で、
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Fig・29　SP41底杭列（1／20）

大半が細片で完形に復元出来るものはない。廃棄されたものであろうか。調査中に大分取り上げてい

る。紙上ではSX58周辺のものを中心に取り上げている。215－217はSX58出土。214．216は甕。215は

甕口縁部1／6片で復元口径22．8cmを測る。言綾部がく字状にが外反する形態。胴外面は雑なハヶ、内面

はナデ。216は鹿部片で底径8．2cmを測る。鹿部はやや凸レンズ状を呈しナデ。胴外面は磨滅がひどい

がハヶ、内面はナデで工具痕がかすかに残る。217は蓋で頂部はつまみ状にくびれ、上面はわずかに窪

む。口径は26・7cm、つまみ部径5．6cmを測る。内外面ハヶ、内面言綾部近くは器壁が荒れる。216は粗

砂を多く含む。

218－230は包含層の上層の黒褐色から出土したもの。いずれも弥生土器である。218は壷言綾部の1／

6片か。復元口径17・5cmを測る。磨滅がひどく調整は不明。219－223は蓋。219は1／6片でく字状に近い

口綾部を持つ。復元口径27．2cmを測る。218－220共赤色粒子を含む。220は1／8片で、復元口径29．7cm

を測る。逆L字形に近い口綾部を持つ。調整はヨコナデ。外面はハヶ。221は丹塗りの甕言綾部1／6片。

口綾部は意図的に打欠きされている。外面は丹塗研磨で、へラによる暗紋が入る。222は頸部がしまる

逆L字形を呈す言綾部1／6片。復元口径28cmを測る。全面の調整はナデ。223は頸部がすぼまる鋤先状の

口縁を持つ1／6片。復元口径39．7cmを測る。全面ナデ。224・225は甕鹿部1／3片・1／2片である。いずれ

も鹿部に直径2cmの円孔を持つ。円孔は焼成後の穿孔である。いずれも磨滅が著しい。226は弥生時代

後期終末頃の壷の鹿部片か。外面丹塗りで外来系のものか。胎土は良い。227・228はミニチュア土器。
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Fig．30　SX52・58出土遺物（1／4）

227は1／6片で小片の為やや形が不明だが、指おさえ痕が明瞭に残る。228も鹿部片で底径2．6cmを図る。

内外一面ナデ。229・230は器台。229は脚部1／6片。復元脚径14．8cmを図る。外一面ハヶのちナデ、内面は

ナデ。230は小形品で1／3片。復元口径7．4cm、復元脚径7．5cm、器高11．3cmを図る。外面ハヶ、内面ナ

デで工具痕が残る。229は粗砂で赤色粒子を含．む。231－2．37はII区出土のもの0　231－233は壷。231は

口縁部1／6片で、鋤先状の言縁を持つ。外面はタテハヶで口縁から内面はヨコナデ。丹塗りである。232

は瓢形の胴頸部1／3片。外面へラ研磨で、内面はナデ、指おさえ痕が残るO　胎土は良く赤色粒子を含

む。233は1／8片で短い鋤先状言線を持つ。言綾部にハヶ目状の条線を巡らす。その他はナデ。233－236

は甕。234・235はく字状言縁で1／5片．1／6片、復元口径は32．4cm、27．4cmを図る。234は外面ハヶ、内

面はナデ。235は頸部に一条の三角突帯が巡る。胴外面はハヶが残り、その他はナデ。236は1／8片で逆

L字形の言綾部を持つ。胴外面はハヶ、その他はナデで内面指おさえ痕が残る。234・235は赤色粒子を

含む。237は甕形の甑鹿部片。底径は7．4cmを図る。鹿部に約21．7cmの円孔があり、上下からの丁寧な

穿孔である。外面タテハヶ、内面ナデで工具痕が残る。胎土に粗砂粒を多く含む。238－248は土器群

SX58周辺である。238－240は壷。228は袋状の言綾部1／4片で、復元口径15cmを図る。内外面ナデ。胎

土に粗砂と赤色粒子を多く含む。239は外面丹塗りの壷か甕の鹿部片で、全体に磨滅が著しいが、内面

はナデ。240は短頸壷鹿部片。鹿部はやや上げ底。器壁の剥落磨滅が著しいが、外一面は丹塗りで、内面
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II区周壁土層名称
1・真砂土l（盛土）と撒乱
2．灰褐色土（鉄分を含む、水田耕作土）
3．明灰褐色土（鉄分を多く含む、床土）
4．褐色土（鉄分を多く含む）
5．暗褐色砂質土（鉄分を含む）
6．黒褐色砂
7．褐色砂
8．灰色細砂
9．暗褐色粗．砂
10．黒褐色粘質粗砂
11．10に黒色粘土4、ブロック混入
12．灰オリーブシルト質細砂
13．時灰褐色シルト貨細砂
14．灰褐色シル上質細砂（鉄分を多く含む）
15．黒褐色粘質土（8を混入）
16．灰オリーブシルト
17．黒色粘質土に暗灰褐色シルトプロッタを少量混入
18．淡黒褐色粗砂
19．時灰褐色粘質シルト
20．灰褐色粗砂（やや暗いノ
21．時赤褐色粗砂
22．灰褐色粗砂混じりシルト
23・17と21の混合

4．明褐色粗砂
5．灰白色粗砂と褐色粗砂の互層
6．明灰褐色粗砂に暗灰色粗砂を薄く挟む
7・明褐色粗砂
8．時灰色粘土
9・暗灰褐色粘質細砂と暗灰褐色粗砂の互層
0．時青灰色粘質粗砂と灰白色粗砂の互層
1・22で暗灰色粘土をブロック状に含む
2．灰色砂
3・淡黄褐色粗砂（鉄分を含む）
4．時灰色粘質砂
5．黒色粘土
6．時灰色砂質粘土（35を含む）
7．時灰色粘土（暗く35を含む）
8．35（植物遺体を含む）
9．黒色粘土（軟質で植物遺体を多く含む）
0．灰色粘質砂
1・黒灰色粘質土（マンガン粒子を含む）
2・暗灰色シル上土（砂混じりで鉄分を含む）
3．褐色粗砂
4．10に黒褐色柵砂を含む
5．黒色粘土
6．灰色粗砂

47・褐色土（ピット）
48．灰白色粗砂
49．暗褐色粗砂礫
50．灰色細砂（48をレンズ状に含む）
51．灰色細砂
52．明灰褐色粗砂混じり細砂
53・灰褐色砂礫混じり粘土
54・灰褐色シル上質細砂（粘性は強い）
55．灰オリーブ細砂（やや明るい）
56．黒色粘質細砂（灰オリーブ細砂をブロック状に混入）
57．56より暗い（粘質で鉄分を含む）
58．時オリーブ粘質細砂（粘性が強い）
59．黒灰色粘土（暗灰色粗砂礫を多く含む）
60・淡黒褐色粗砂混じり粘質土
61．淡黄褐色砂と灰色細砂の混合
62・暗灰色粘質細砂
63．黒灰色粘土
64．黒色粘土（軟質）
65．灰色粘土（軟質）
66．黒褐色粘土（植物遺体を多く含む）
67．黒色粘土（植物遺体を含む）
68．漆黒色粘土（軟質で粘性が強い）
69．黒褐色粘質土

Fig．32　II区調査区周壁土層図（1／60）
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70．黒褐色粗砂
71．灰色細砂（灰褐色粗砂を含む）
72．灰オ1トブ細砂（灰白色砂をレンズ状に含む）
73・灰白色砂
74．褐灰色粗．砂（褐色味が強い）
75．明赤褐色粗砂（白色粗・砂を含む）
76．灰色砂礫混じり細砂（比較的締まる）
77・黄褐色粗砂と灰白色粗砂の混合（比較的締まる）
78・灰オリーブシル上質細砂（やや暗く締まる）
79．灰オリーブシル上質細砂（鉄分を含み、比較的締まる）
80．灰色粘質細砂（明赤褐色粗砂を互層状に挟む）
81．明赤褐色と橙色粗砂の互層
82．白色一黄褐色粗砂
83．時灰色粘質砂に明赤褐色砂を薄く挟む
84．白色砂
85．明赤褐色粗．砂と灰白色粗砂の互層
86．明赤褐色粗．砂と白色粗砂の互層
87・灰色砂と白色砂の互層
88．灰色細砂
89．時灰白色粗砂
90．灰オリーブ紳砂と白色細砂の互層
91．時灰白色粘土（地山土が汚染されている、やや固い）
92．黄白色八女粘土
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はナデ。胎土に3mm以下の砂粒を多く含む。241は甕の言綾部1／6片で復元口径32・8cmを測る。胎土に

粗砂と赤色粒子を多く含む。242は大型の鉢1／6片で、復元口径18・2cmを図る。磨滅が著しいが内面は

ハヶ。細砂と赤色粒子を多く含む。243・244は器台。243は1／3片で、復元口径13．5cm、器高17．4cmを

測る。外面ハヶのちナデ、内面ナデ又は指ナデ。244は脚部を一部欠失するがほぼ完形。頂部は平坦

で、2．6×2．9cmの円孔がある。上面径7・4cm、復元脚径12．5cmを測る。指おさえのちナデで叩き痕がか

すかに残る。内面はナデとハヶ。いずれも胎土に粒砂を多く含む。245は大型の鉢と思われるく字状を

呈す口綾部1／6片。復元口径31．2cmを測る。外面は磨滅がひどいがタテハヶ、内面は丁寧なナデ、胎土

に砂粒や赤色粒子を多く含む。246－248は高塀。246は杯部1／4片、247は脚筒部、248は脚据部1／2片。

246の復元口径は24cm、248の脚端径は20．6cmを測る。いずれも磨滅がひどいが、245は外面丹塗り、246

もかすかに丹塗り痕が残る。胎土はいずれも比較的良い。249は小型の鉢か甕の言綾部小片。復元口径

16．4。mを測る。器壁は磨滅がひどいが、外面ハヶが残る。250は手づくねのミニチュア土器の鉢の完形

品。口径7cm、器高7．8cmを測る。249・250とも胎土に砂粒と赤色粒子を多く含む。238・239・245．

249は4F区、240－244・246－248・250は4G区出土。

ピット（Fig・36，PL．10）

ピットの埋土は主に黒色から黒褐色、暗褐色、暗灰褐色粘質土の3種類に別れる。時期的なものと、

そのピットの堆積状況の差によるものであろうか。遺物を取り上げたピットは110余りで、各ピットか

．・∴∴∴．1、 ＋

1m

（⊆二一　　　・一一一一一一一二二∃

Fig・33　SX58土器群（1／20）
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Fig．34　包含層出土遺物（1／4）
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Fig・35　包含層．水田面出土遺物（1／4）
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ら遺物が少量ずつ出土している。大半が土器の細片であるが、図示できる主なものを図示する。

254－262はいずれも弥生土器。254はSP29出土の、小型鉢言綾部1／6片で外反する短い言綾部を持

つ。復元口径8．6cmを測る。内外面はナデで、内面に指おさえ痕が残る。胎土に細砂を含む。255はSP66

出土の甕言綾部1／8片。後期前半のもの。器壁は剥落・磨滅が著しい。胎土に赤色粒子を含む。256は

SP58出土の丈の低い器台1／4片で、復元口径11cmを測る。外面指おさえのちハヶ、内面はハヶ。粗砂と

－42－
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Fig．36　ピット・包含層出土遺物（1／4．1／3）
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赤色粒子を多く含む°257はSP72出土の逆く字状の言綾部1／8片で、復元口径28cmを測る。内外面ヨコ

ナデで、胎土に赤色粒子を含む。258はSP94出土の甕で、く字状に外反する口綾部細片。259はSPlOl

出土の甕の言縁から胴部1／6片。復元口径21．8cmを測る。器壁の磨滅は著しく、外面にハヶがかすかに

残る。胎土に粗砂と赤色粒子を含む。260はSP113出土で甕の言綾部1／6片。復元口径25cmを測り、胎土

に赤色粒子を含む。浅黄橙色を呈し、焼成はややあまい。

261－265は土製品と石器。261－263は土製円盤。いずれも土器片転用で縁辺を打欠いて6角形に近

い形に形成している。263は鹿部を利用している。直径7・4×6．4cm、5．2×5・9cm、6．0×5．6cmである。

264は石鎌の破片で、石質は目の細かい砂岩。剥落が著しいが上面は良く研磨されている。現存長6．5

cm、幅4・1cmを測る。265は砥石片。各面砥石として利用しており、使用痕が残る。残存長7・6cm、幅3・8

cm、厚さ2・0cmを測る。石材はアプライトで鋳型によく使われるものである。良くすりへっている。261

は包含層、262・263はⅠⅠ区包含層、264はSP45、265はSP51出土である。
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3．小結

当地点で検出された遺構の時期は大きく3時期、弥生時代と奈良時代、古代末から中世の時期に分

かれる。弥生時代の遺構は、井戸SE40、土坑SK16．17・42・49・50，掘立柱建物SB60．72、水路SD41

などである。時期的にはSE40が一番古く中期末頃の時期、土坑群は後期の時期である。建物は2棟と

も規模．主軸方向もほぼ同じで、同時期のものと考える、SB72が後期後半代のSX47に切られているこ

とから、それ以前の時期である。水路SD41は今回初めての発見であったが、比恵遺跡群も板付遺跡と

同じように台地縁辺に水路を兼ねた外濠が巡り、その外側には水田が展開するという状況を確認でき

た。遺物としては埋土からは中期後半から後期末頃までの遺物を含むが、底から出土している完形の

甕などから、後期前半ごろが溝の主要な時期であろうか。この溝はたび重なる洪水で後期の末には埋

没してしまったのであろう。この水路がどのように延びていくのかは、今後の周辺の調査に期待した

い。

奈良時代の遺構は井戸SE02．12・59、土坑SK68などがあるが、遺構は少ない。しかし、該期の遺物

は他遺構からも混入品として出土しており、井戸の存在と併せて考えると、当地点周辺には、本来集

落が存在していたのであろう。

古代末から中世の時期の遺構はSK18，SD14・15．20などがある。わずかに青磁を含む。12世～13世

紀ごろの時期か。水口状遺構のSX21と併せて考えて水田遺構に伴う水路であろうか。古代末の段階に

は当地周辺は集落部分からはずれて、水田地帯に変化していたことが考えられる。
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第4章　第49次調査（調査番号9318）

1．　調査の概要

発掘調査の経過　調査の現場作業は、1993年6月24日、表土剥ぎから開始した。表土は機力により

除去し、一部は調査区外に搬出した。発掘調査は、調査に係る面積793㎡のうち建物予定部分513㎡を

対象とした。現場作業は、場内での廃土の処理が必要となったため西半分を先行し、それの終了後、

つづいて東半分についておこなった。打手返しの後、東半区の調査に着手したのは、7月26日である。

東半区を終わり、現場作業は8月5日の埋戻しをもって完了した。

調査の方法　記録について、平面上の基準および高さの基準は、既設の「博多区内遺跡基準点」に

よった。平面上の位置は平面直角座標系上で、高さは標高で示す。

遺構については、本次調査地点内での通し番号を付して登録し、遺構を示す記号「M」を付して表

示した。遺構に付いては、20分の1の縮尺で調査区全体を、必要なものについては個別に平面図．断

面図を作成した。遺物については取り上げ時、通し番号を付し、記号「R」を用いた。遺物番号が個体

の資料を示す場合はそのまま収蔵時に登録遺物番号とすることとした。

調査成果の概要　隣接する道路等への安全河東のため引きをとるなどしたため、結果として464㎡に

ついての調査となった。調査区内では戦時中に設けられた防空壕により、かなりの部分が深く掘削さ

れていた。防空壕は北西方向に長軸をもち、ほぼ等間隔で3列に並んでいる。これと、本地点が台地

縁辺部に立地することとにより、遺構の道春状況は不良である。

0



第4章　一第49次調査

結果として、竪穴住居、井戸のほかに溝．各種の土壌、

小犬・柱穴を調査した。

2・調査の記録

以下、遺構種別毎に成果を報告する。

段落ち・溝

段落ち及び鷹とする遺構は、6基を調査した。段落ち3、

溝2．4を報告する。

段落ち3（Fig．38，Pl．12）

H　6．4m

闊褐色砂質シルト

0　　　　　　　　　　　　　　　1m

調査区西辺で調査区と平行して検出された。断面では西　　Fig－38　段落ち3　土屑断面図（1／30）

に向かい立ち上がる様な傾斜が観察されるが、判然としない。中位の土層には、大きな褐色土塊が混

口
0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　15cm

Fig．39　段落ち3　出土遺物実測図（1／3）

り、人為的な埋め立てを考えることができよう。遺物は覆土中から散漫に出土した。

段落ち3）出土遺物（Fig・39，Tab．1）　総量でコンテナ接程の分量である。細片の土器が大部

分を占める。464．462は須恵器で、164は杯蓋頂部の小破片、462は施休部小破片である。後者は器表

の磨耗が著しい。460は甕棺の胴部細片であろう。突帯部で、磨耗が著しい0　456は平瓦あるいは桟瓦

であろう。酸化炎焼成によっており、器表には刷毛目調整痕が残る。

溝2（Fig・37）

調整区中央で検出したO　北から西へ26度振れた方向にほぼ直線状に走る。断面形は逆台形状を呈し、

覆土は淡赤褐色を呈す。幅は全体に一定ではないが、おおよそ0．9mm、深さも部分で深みがあるが、

※遺構番号－遺物番号で示す

Figi40　　溝2．4　出土遺物実測図（1／3）
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第4章　第49次調査

0．3m程である。土壌80、竪穴住居8と重複して新しい。遺物は覆土中から散港に出土した。

溝2　出土遺物（Fig・40，Tab．1）　総量で、コンテナ兢程の分量である。磨耗している資料が

覆い。細片・小破片の土器の他に石製品が含まれる。474は染付碗である。言綾部の休部内面に呉須に

よる絵付けがおこなわれている。肥前系磁器であろうか。440は弥生土器蓋の頂部資料であろうか。小

破片であり判然としない。449・450は須恵器甕の言綾部細片である。

溝4（Fig・37）

調査区西辺部で検出した。北から西へ15度振れる方向に走る。浅い、断面が逆台形状を呈し、幅は

全体としてほぼ一定で0．7m、深さ0・1mを測る。竪穴住居6に重複して新しい。遺物は覆土中から少量

が散－損に出土した。

溝4　出土遺物（Fig・40，Tab．1）　須恵器細片のほかに、土師器竃細片が出土している。土師

器468は碗で、言綾部の一部を欠く資料である。器表の磨耗が著しい。

竪穴住居

4基の他に可能性のある遺構1基を調査した。調査区中央と西部に位置している。防空壕により大

きく損なわれている例がある。長方形の平面形をとるものと、隅丸方形のものとがある。

二　一一一一一一一一一一一二一一一一一一一二二一一二二一一一一一一一一一一ニー一一一一一一二二二一一〒二一一一　一一≡

団柱痕跡

Fig．41　竪穴住居6実測図（1／60）
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第4章　第49次調査

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　15cm

※遺構番号1遺物番号で表記

Fig142　竪穴住居6出土遺物実測図（1／3）

竪穴住居6（Fig．41，Pl．12）

半ば以上を防空壕が切り込んでいる。床面より下位の部分が遺存するものとみられる。黒褐色土を

挟んだローム塊の広がりにより、確認した。土壌9および住居卓由線上に位置すると思われる柱穴45・

25が住居を構成する遺構と考えられる。柱穴の位置からベッド状遺構を備えていた竪穴住居と考えら

れる。西壁は不明瞭である。掘型の状況を図示する。遺存する深さ0．1m、柱痕跡間の距離3．6mを測

る。東壁中央に接する土壌9は、

西端に4、穴を配する。

竪穴住居8出土遺物（Fig．

42・64，Tab・1）　住居覆土

から弥生土器細片が極少量出土

したほかは図示できる資料は土

壌9および柱穴45からの出土遺

物である。419は壷口綾部小破

片、417・418は甕口縁部の細片、

420は甕鹿部の小破片、423は甕

の鹿部から休部までを接合復元

できる資料である。外一面では刷

毛目調整後撫で調整が加えられ

ている。柱穴45出土遺物は、Fig．

64に示す。石器373は打製石斧で

あろう。側線部に叩打痕がみら

れ、中央部の側線部がやや括れ

をもっているO鉄器91は鋸によ

る変形があり、元の形状が判然

としない。刀子であろうか。

竪穴住居7（Fig．43，Pl．12）

半ば以上を防空壕の建設によ

り失っている。ほとんど貼床部

以下の部分のみが遺存しており、

黒褐色土を挟んだローム塊の広

がりにより、長方形の平面形状

圏。焼土

Fig・43　竪穴住居7実測図（1／60）
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となり、現状での幅4．2mを測る。多数の小犬、

柱穴が重複して、竪穴住居を構成する遺構とし

て炉19があげられるほかは、柱穴も判然としな

い。炉19は、長径0・6m程の規模で、断面浅い皿

状を呈し、西側に寄って焼土が認められる。地

床炉である。遺物は極少量の弥生土器小破片．

細片が出土したりみで、図示できる資料はない。

竪穴住居8（Fig．44，Pl．12）

溝2と重複してそれよりも古い。隅丸の長方

形状を呈する竪穴住居である。南半部には壁溝

が巡る。長さ4・1m、幅3．8mをそれぞれ削り、床

面までの高さ0・1mが遺存している。床面までを

埋める覆土は、暗褐色の粘質土で全体に一様で

ある。床面では、住居を構成する柱穴のほかの

遺構は検出できない。中央部ではローム塊を用

いて貼床としている。床面下は土壌状に掘り窪

められ、幾つかの窪みが合わさった不整な平面

形状を呈している。最も深い部分で床面から0．5

m程の窪みとなる。窪みは明赤褐色粘質土で埋め

O

Fig，44　竪穴住居8実測図（1／60）

られており、含まれるローム塊の分量によりレンズ状に堆積する4層に分けられる。小犬81．82．83

も床面下で検出され、その覆土の状況からこれと一連のものと考えられる。貼床の除去後も住居柱穴

は確認できなかった。また、遺構周囲にもそれと判別できる柱穴は見当たらない。

（：ヲ‾）

－ノ　・・．

∈ヨ下フ
83－391

／／．／1

－＼－＿′＿＿－励⊥

81一389

－三等も
8土387

了
82－382

15　cm

5cm　　　　※遺構番号－遺物番号で示す

Fig145　竪穴住居8出土遺物実測図（1／3．2／3）
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竪穴住居8出土遺物（Fig．45，Tab・）遺物は、弥生土器の小破片、細片が覆土中からコンテナ

兢程の量出土したほか、床面以下の層中から少量の弥生土器が出土した。また床下の小犬からも遺物

の出土があった。図化できる資料を以下に掲げる。

405．414・385．388・387・381・382は弥生土器の小破片、細片の資料である。405．414・388が住

居覆土から出土したほかは、床下の小犬覆土からの出土である。405・385は壷、388．391は甕の細片

資料である。414は、無頚壷、387は蓋、381は鉢であろうか。何れも細片の資料である。389は、床下

の小犬81から出土した鉄器である。刀の断片かと思われる。鋸が全体を覆っているが、刃部らしい部

分がみてとれる。推定の幅2．4cm、厚さ0・7cm、長さ2・7cm程の資料である。392は石核である。黒曜石

小礫を原材として用いている。

竪穴住居132（Fig．46，

P1．13）

一端を段落ちにより、他端

を防空壕により、削除された

遺構である。平面観が長方形

状を呈し、ベッド状遺構を設

ける竪穴住居の、中央部のみ

が遺存するものと考えられる。

ベッド状遺構の上面は削平さ

れてしまっているもののよう

にみえる。

柱穴134・135、炉133、土壌

136が住居を構成する遺構であ

る。柱穴と土壌136との関係に

より、柱穴は住居軸状に位置

し、住居は東西方向に軸をと

る配置であることがわかる。

柱穴の位置から、ベッド状遺

構は、住居東辺と西辺北辺の
H　6．90m

柱穴135

H7・00m

一三≒三　二一一一一二一三
2m 因焼土

Fig．46　竪穴住居132実測図（1／60）

－

『

　

予

－

〆

＼

H　6・80m

a．暗赤褐色粘土、粗粒砂混り
b．ローム塊を主とする暗赤褐
色土、木炭を含む
C・柱痕跡、極暗赤褐色土
柱穴134

a．ローム塊、にぷい赤褐色
b．柱痕跡、黒褐色粘質土に
ローム塊混り

一部とに設けられていたと

推測できる。現状で住居中

央の床面とは0．1m程の段落

ちをもっている。

土壌136は住居南壁中央

柱穴134　　　に接して設けられた遺構で

』i一．・－　一　つm Fig147　壁穴住居132柱大本層断面図（1／－30）　あり、複数の窪みが集合し

たような状態を見ることができる。中央位置のそれには礫が置かれる。柱穴土層断面をFig．47に示す。

いずれも漏斗状に上部が開く形状をもち、柱痕跡が明瞭に残っている。ともにローム塊で柱を埋め込

んでいる。底面の高さは同じではない。柱穴135では覆土の中程の位置から、柱痕跡に重なるようにし

て甕214が出土した。言綾部の大部分を欠く他は、完形完有である。

炉133（Fig．48）は地床炉であり、住居中央に位置している。これと南壁際の土壌137とを結ぶように
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溝状の遺構が残されている。炉の平面形は不整な楕円形状を

呈し、長さ1・1m、幅0．9mを測る。それの中央の部分に木炭、

焼土粒、加えて灰が混じるかと思われる暗褐色軟質の粘質土

が残されている。これを除去すると焼土面が現れる。この位

置で炉の断面形は、浅い皿状を呈する。深さは0・2m程であ

る。焼土とみえる土は、更に下方に続き、断面形で逆台形状

を呈して0．3m程の深さまで認めることができた。また、炉長

軸上の一端では、暗赤褐色粘質土で埋まる小犬を検出した。

住居の規模について、遺存状況から規模について計測できる

のは、以下の部分である。柱大間の距離は、柱痕跡間の距離

3．0mを測る。。柱穴と南壁との距離2．0mを測り、これを北側

に折り返して幅4．0m程の規模を考えることができよう。長さ

については、幅と同じか、それ以上の規模となるかも知れない。

※遺構番号－遺物番号で示す
136－432 15cI刊

団焼土　　』一
Fig・48　炉133実測図（1／30）

136－215

Fig149　竪穴住居132出土遺物実測図（1／3）

竪穴住居132出土遺物（Fig．49，Tab・1）竪穴住居覆土中からは、弥生土器を主にコンテナ兢程

の量の遺物が出土した。何れも、小破片・細片の資料である。炉133からは、極少量の弥生土器細片が

出土した。柱穴134・135からも極少量の弥生土器細片が出土したほかに、柱穴135からは先術の通り、
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完形に近い甕が出土している。土壌136からは、弥生土器を主として

コンテナ兢程の分量の遺物が出土した。土器は小破片・細片の資料

である。図示できるは、住居覆土出土の493のほかは、柱穴135、土

壌136出土資料である。

土器は、493．393．430が甕口綾部の小破片資料である。後434は
l

甕鹿部の資料である。436は、甕棺かと思われる休部細片の資料であ

る。432は蓋小破片である。215は土壌136壁に沿った位置から出土し

た砥石である。

■ダ

炉131（Fig・50）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fig．50　炉131実測図（1／30）

調査区北西部で検出した。検出面で8の字形に焼土、炭の分布がみられた。それは、焼けた地山ロ

ームが円形状に広がる部分に、浅い皿状の小犬が続く。後者の覆土は、灰黄色あるいは黄灰色軟質の

粘質土で、灰混りではないかとみえる粘質土中に焼土粒、焼けたようなローム塊が混じっている。底

面には小犬がある。覆土を除去した底面まで前者部分からの焼土が広がり、このような状況から、両

者併せて地床炉として考えることができよう。竪穴住居に付属する炉かもしれないが、ただし、周辺

にはそれと分かる竪穴住居壁溝あるいは、掘型といった具体的な遺構は検出できなかった。

掘立柱建物

掘立柱建物として、確認したのは、遺構137のみである。調査区内で柱穴と判断できる遺構か多い

が、いずれも、建物平面形を復元できるような配列を確認することができなかった。

掘立柱建物137（Fig．51・52，P1．14）

調査区北壁沿いで検出した。一部は調査区外に延びている。柱穴159・160・175．177で構成される

Fig・51　掘立柱建物137実測図（1／30）

圏柱痕跡

遺構である。現状で1×2間の規模を復元できるが桁行、梁行方向ともそれぞれ、より規模の大きか

った可能性を残す。柱間隔は、心心間の距離で、柱穴159－160が1・58m、柱穴159－177が2．28m、柱穴

177－175が2．30mをそれぞれ測る。柱穴底面は177を除いてほぼ同じ高さにある。
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掘立柱建物137出土遺物（Fig・53，

Tab．1）

建物を構成する各柱穴のうち、柱

穴159の覆土からは、少量の遺物が出

土した。大部分が弥生土器であるが、

1＿－．＿－⊥1‥＿1－．、．∈ヨ－マ
色粘土

H　6．50m H　6・40m

1mb．ローム塊、極暗赤褐

掘立柱建物137柱穴土層断面図（1／30）Fig・53　掘立柱建物137柱穴芦品－255＼5。m
出土遺物実測図．（1／30）！　　一一1

加えて大形甕の休部細片を含む須恵器の細片資料が極少量含まれている。

柱穴160でも同様、大部分の弥生土器細片資料に加えて、須恵器の資料が

含まれている。Fig．53に示すのは須恵器甕言綾部小破片である。

柱穴175からは、少量の遺物が出土している。弥生土器の細片あるいは小

破片資料が殆どを占める他に須恵器および土師器の細片資料を極わずか含

んでいる。柱穴177からは遺物の出土をみていない。

井戸

H5．80m　井戸とする遺構は、遺構5を検出したのみである。

井戸5（Fig・54，P1．00－0）

調査区北西部で検出した。防空壕により、上部を失っている。平面形状

は、不整な円形状を呈し、その径は0・8mほどであるO平らな底にむかって

やや窄まる断面形で、確認面からの深さ1・1mを測る。調査面からすると1．7

mほどの深さとなる。底面は標高4．4mの位置にある。

覆土は上部では黒褐色の粘質土であるが、以下、ローム粒からなる層、

黒色粘土の層が堆積している。遺構上半部の壁面には、掘削時の工具痕か

控　と思われる竪方向のⅤ字状の溝が顕著である。底面は地山である阿蘇Ⅳ火山

Fig154　井戸5実測図（1／30）灰の粘土化した部分までは達してておらず、湧水による決れは全く生じて

－　　Ⅰ・

15cm
＝昌1

Fig．55　井戸5出土遺物実測図（1／3）
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いない。

井戸5出土遺物（Fig・55，Tab．1）　井戸5では、覆土全体から散漫に、少量の遺物が出土した。

弥生土器の細片あるいは小破片の資料が大部分である。弥生土器487のみが全周の兢ほど残る資料であ

る。図示するその他の資料は何れも弥生土器小破片あるいは細片の資料である。

482．483・480・484．481は甕言縁部の資料である。482口縁端部には丹塗りの痕跡が残っている。

477は口縁端部を欠いているが、甕であろう。477は同鹿部の小破片である。486は鉢口綾部か、言縁端

部が凹み、外面には丹塗りの痕跡が残っている。479は器台で、端部がやや内偵して上端部の小破片で

あろうかO

土壙

土壌として登録した遺構は、他遺構を構成するも

のを除き6基である。そのうち、土壌12・13．80・

115．143を個別に報告する。

土壙12（Fig．56，Pl・．14）

調査区南壁にかかっている。楕円形状を呈すると

思われる遺構である。横断面形は逆台形状を呈する

長さは0．8m以上、幅は1．0mを測る。覆土は全体に一

様で、明褐色粘質土中に多量のローム塊を含んで

いる。

遺物は覆土中から散漫に極少量が出土した。弥生

土器の細片あるいは小破片である。中期に属する資

料のほかに後期に属するとみえる資料が含まれる。

土壙13（Fig．57）　土壌12と並んで検出した。同

様に半ばが調査区外にある可能性が残されている遺　m言

横である。底面が一方に偏った位置にある。断面形

∈
⊂⊃

し∫1

u⊃

コ：口
上

0　　　　　　　　　　　　　　　　　1m

Fig157　土壌13実測図（1／30）

Fig－56　　土壌12実測図（1／30）

は逆台形状を呈する。平面形は隅丸の四角形であると

思われる。一辺の長さ0．9m、他辺は0．5m以上の規模を

もつ。

覆土はローム塊で埋めたような状態を示しておりそ

の間を赤褐色粘質土が充填している。遺物は極少量が

覆土中から散漫に出土した。

土壙13出土遺物（Fig・58，Tab・1）　土製投弾が

1点含まれる他は、弥生土器の小破片あるいは細片で

ある。土製投弾502は、ほぼ完存する資料である。中央

部の長軸と直交する位置に細い条線が全周を取り巻く

ように残されている。器表

が磨れて生じたものか、何

らかの先端で削り込まれた

ものなのか判別が難しい0　　0　　　　　　3。m

Fig158　土壌13出土遺物実測図（1／2）
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土壌80（Fig．59，Pl・14）

調査区北辺中央部で検出した。溝

2と重複し、古い遺構である。平面

形は不整な楕円形状を呈する一方、　＼華ね

底面での形状は歪ではあるが、長方

形状を呈する。断面形は、逆台形状

を呈するといえようが、壁の一部が

外一方に次第に開いた形状を呈する部

分がある。長さ1・4m、幅1・1m、深さ

0．6mをそれぞれ測る。土層断面を観
1

察すると、遺構北側からの土砂の流

入により、埋没したような状態を考

えることができよう。シルトあるい

は粘土が、あいだに地山ローム塊を

挟んで堆積している。以上のような

状況から、土壌80が周囲から流入す

る土砂と壁からの崩落土とで、自然

に埋没していったことを推測するこ

とができようか。

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

「鎚転、雪

H　6・50m

H　6．50m

Fig．59　土壌80実測図（1／30）

土壙80出土遺物（Fig．59，

Tab．1）

Fig．60　土壌80出土遺物実測図（1／3）土壌80では、覆土中から散漫に

少量の遺物が出土した。甕休部細片を主とした須恵器の資料が半ば

以上を占めるほかに、土師器、弥生土器の細片あるいは小破片の資

料が含まれている。須恵器427は高台杯の鹿部小破片、土師器428は、

甕休部とみえる資料の休部細片である。内面に箆削り調整が観察さ

れる。

土壙115（Fig．61）

調査区南西隅で検出した。小穴53と重複し、古い遺構である。調

査区外に半ば以上の部分があるものと思われ、形状も明確でない。

縦0．5m以上、横0．4m以上の規模となる。断面形は逆台形状を呈し、

深さ0・3mを測る。覆土は黒色の粘質土でローム塊が混じる。覆土中

から遺物が散漫に出土した。遺物量は極少量の何れも弥生土器であ

り、細片もしくは小破片の資料である。

－55－

1m

a・暗赤褐色シルト

b・にぷい赤褐色シルト、

軟質

C．ローム塊、明赤褐色、

d．にぷい赤褐色粘土

e．ローム粒、赤褐色

1m

H　6．40m

0
し一一一一　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　一一　　　．－　ロー

Fig－81　土壌114実測図（1／30）
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士壙143（Fig．

62，Pl・12）

調査区東辺部

で検出した。平

面形は不整な楕

円形状を呈し、

長さ0．9m、幅

0．7mを測る。断

面形は逆状であ

るが、上半部が

大きく外．方へ開

く。底面の平面

形は隅丸の長方

形状を呈する。

覆土は暗赤褐色

粘質土であるが、
Fig．62　　土壌143実測図（1／30）

0　　　　　　　　　　　　　　　　　1m

下方になる程含

むローム塊の量が増え最下部では殆どがローム塊となる。遺構壁の中位では壁に沿った状態で磯（石

製品）が出土した。以上の様な状況から、土壌80と同様、遺構の埋没はかなりゆっくりと遺構壁の崩

211

－56－

Fig．63　土壌143出土遺物実測図（1／2．1／3）
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落を伴いながら進行して行ったのではないかと考える。

土壙143出土遺物（Fig．63，Tab・1）　土壌143では、覆土中からコンテナ兢程の分量で遺物が出
l

土した。遺構壁に張り付いたようにして出土した、砥石212、石皿211の他に黒曜石製の剥片が極少量

含まれるほかは、全て弥生土器、それを利用した製品の資料である。土製品246は、図上で下面とする

部分が平らで、それを底面として据えて考えるならば、鳥をかたどったもののようである。とするな

らば、上部の欠損部が図示するように、囁状に突出していたことが考えられる。全体を手軽ねによっ

て製作している。長さは現状で2・7cm、幅は1．6cm、高さは2．3cmをそれぞれ測るO　土製品255は、甕休

部破片の周囲を打ち欠いて円盤状に整形したもののようにみえる。甕外面にあたる器表面は、磨耗し

ている。長軸長4．3cm、端字句4．0cm、厚さ0．3cmを測る。253は瓢形土器の細片である。外面に丹塗り

の痕跡がある。250・251は甕言綾部の資料である。249は壷かと考えられる資料である。袋状の言縁部

破片であるが、端部を欠く。器表は黒色ないいし灰色で、胎土は精良である。252は甕鹿部である。石

製品は何れも砂岩製である。2ilは破片資料であろう。

小穴・柱穴

これまで報告してきた分類以外の、比較的小規模の遺構については、柱痕跡など直接の要件を満た

している遺構と、遺構の構成単位として確認できる遺構とについては柱穴とし、他は小犬として分類、

調査、記録した。以下、小穴および柱穴の出土遺物を中心に報告する。

小穴22（Fig・64，Tab．1）

不整な楕円形状の小犬である。底面では隅丸の長方形状となる。長さ0．9m、幅0．5m、深さ0．4mを

測る。覆土はローム塊を含む黒色粘質土である。遺物は、少量が出土している。ほとんどが細片ある

いは小破片の弥生土器である。図示する266は袋状言縁壷の言綾部小破片である。器表の荒れが著し

い。

小穴28（Fig・64，Tab・1）

柱痕跡が明確でない遺構である。楕円形状を呈し、長軸長0．6m、深さ0．4mを測る。覆土は、暗赤褐

色、にぷい赤褐色の粘質土でローム粒を含んでいる。遺物は、極少量が覆土中から出土した。弥生土

器の細片あるいは小破片の資料である。356は高塀口綾部の細片資料である。口縁部の形状は復一元でき

ない。内外面とも器表の磨滅が著しい。

小穴46（Fig．64，Tab．1）

竪穴住居6の柱穴45と重複し新しい小犬である。隅丸の方形状を呈し、一辺が0・4mを、深さは0．4m

を測る。覆土は黒褐色粘質土で、全体に一様である。遺物は弥生土器で、細片あるいは小破片の資料

が覆土中から散漫に出土した。

小穴51（Fig．64，Tab・1）

円形の小犬である。少量の遺物が覆土中から出土した。すべて弥生土器の破片資料であり、細片あ

るいは小破片が含まれている。321は甕上半部の小破片である。他に、接合はしないが複数の同一個体

と思われる資料がある。

中大68（Fig．64，Tab・1）

隅丸の長方形状を呈する遺構である。遺物は少量が覆土中から出土した。図示する石核の他は弥生

土器の細片あるいは小破片の資料である。中期の壷、甕の資料が含まれている。348は石核とする資料

であるが、極小形である点疑問である。

小穴110（Fig．64，Tab．1）

土壌13と重複し、古い遺構である。極少量の遺物が覆土中から出土した。弥生土器と思われる細片

－57－
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－Ⅰ■
22－266

∈部
28－356

酷
－怪彗－匪沙

68－348

45－373

11十303

144－289

二一一一
156－273

！　　一一一一一一一一一　　　　　　　一　一一コ

46－307

∈∋一二三ク
46－309

110－299

142－286

※遺構番号一遺物番号で表記する

Fig．64　　小犬．柱穴出土遺物実測図（1／3・2／3．1／2．1／1）
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の土器資料のほかに、鉄斧299が出

土した。鋸に厚く覆われて特に基

部の形状は不明確であるが、袋状

を呈するものであろう。該当する

部分が空隙となって残っている。

小穴117（Fig．64，Tab．1）

不整な円形状を呈し、浅い遺構

である。径は0・6m、断面は浅い皿

状を呈し、0．1m程の深さとなって

いる。竪穴住居6と考える範囲に

あり、柱穴との位置関係からある

いは、これの構成遺構かもしれな

い。遺物は覆土中から極少量が出

土した。弥生土器の細片資料のほ

かに鉄器303が出土した。他の鉄器

資料と同様鏡が厚く、形状が不確

実であるが、刀の破片と観察さ

れる。

小穴139（Fig．65，Tab・1）

不整な形状の遺構である。縦横 Fig．65　小犬・柱穴出土遺物実測図（1／3）

0．7mの規模をもち、深さは0．2mを測る。覆土は地山ローム塊である。遺物はコンテナ兢程の分量が出

土した。比較的密な状態での出土である。遺物はすべて弥生土器の破片資料であるが、図示する甕500

は、接合により、鹿部以外を復原できる資料である。

小穴142（Fig．64，Tab．1）

覆土中から少量の遺物が出土している。石包丁286の他は、弥生土器小破片あるいは細片の資料であ

る。弥生土器壷285・284を図示する。いずれも言縁部の小破片資料である。

小穴144（Fig．64，Tab・1）

平面形は円形で、径0．4m、深さ0．4mを測る。覆土中から少量の遺物が出土している。図示する砥石

289の他はすべて、弥生土器細片あるいは小破片の資料である。

小穴156（Fig．64，Tab．1）

平面形が円形で、径0．4m、深さ0・4mを測る。遺物は極少量が覆土中から出土した。鉄器156のほか

は弥生土器の細片資料である。

3・小結

比恵49次地点では縄文時代晩期の遺物に始まる人間の活動を認めることができる。遺構からみると、

弥生時代中期（井戸、土壌）、後期（竪穴住居）さらに奈良時代（溝、土壌）、加えて近世以降（溝、

段落ち）という時期を辿ることができる。さらに出土遺物からみると古墳時代後期も痕跡を認めるこ

とができる。遺物の数量についていえば、上述遺構も含めて出土資料の大半を弥生土器の破片資料が

占め、他資料は痕跡的である。なかでも中期に属する遺物が殆どと言え、遺構のあり方とは異なる。
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磨
耗
が
著

し
い

（2
7
．3
）
×　
×

5
5
－
48
1
55
弥
生
土
器

甕
（口
縁
部
）

小
破
片

弥
生
（後
期
？
）

粗
粒
妙
を
少
量
含
む

ほ
か
は
，
精
良
．

褐
色
一
淡
赤
褐
色
．

（14
．5
）
×　
×

5
5
48
2
55
弥
生
土
器
－
甕
（口
縁
部
）

小
破
片

弥
生
（中
期
）
細
粒
砂
，
赤
色
粒
子

を
含
む
ほ
か
は
，
精

淡
赤
褐
色
～
赤
褐
色
・

（3
－1
．2
）
×　
×

5
5
48
台
55
弥
生
土
器

甕
（口
綾
部
）
－

小
破
片

弥
生
（中
期
）
粗
粒
砂
・
赤
色
粒
子

を
含
む
・
や
や
軟
質
・

1褐
色
．

5
5
48
4
55
弥
生
土
器

甕
（
口
綾
部
）

細
片

弥
生
（中
期
）
粗
粒
砂
を
多
く
含
む
．
淡
黄
褐
色
．
内
面
に

黒
斑
．

5
5
－
48
6
－
　
55
弥
生
土
器

未
分
類
（言
綾
部
）
小
破
片

弥
生
（中
期
）
粗
粒
砂
．
赤
色
粒
子

を
含
む
．

赤
褐
色
．

5
　
5
48
7
55
弥
生
土
器

，甕
？
（上
半
部
）

小
破
片

（接
合
）

弥
生

（後
期
？
）

粗
粒
砂
を
多
く
含
み
，

や
や
軟
質
．

明
黄
褐
色
．

小
形
の
点
疑
問

9
6
4
17
42
弥
生
土
器

甕
（
言
縁
部
）－

細
片

弥
生
（後
期
）
粗
粒
砂
を
多
く
含
む
．

軟
質
・

灰
白
色
．

9
16
41
8
42
弥
生
土
器

甕
（
言
縁
部
）

細
片

弥
生
（後
期
）
粗
粒
砂
を
多
く
含
む
・

軟
質
・

灰
褐
色

9
6
4
19
42
弥
生
土
器

高
杯
（言
綾
部
）

小
破
片

弥
生
（中
期
）
粗
粒
砂
を
少
量
含
む

ほ
か
は
緻
密
・

磨
耗
が
著
し
い
・
淡

い
赤
褐
色
・

（2
3
．3
）
×　
×

9
6
42
0
42
弥
生
土
器

甕
（鹿
部
）
－

小
破
片

弥
生

（中
期
？
）

粗
粒
砂
を
多
く
－含
む
．

粗
．
軟
質
・

褐
色

×　
×
（9
．6）

9
6
42
3
42
弥
生
土
器

甕
（鹿
部
）

小
破
片
（接

合
し
大
破
片

の
資
料
）

弥
生
（後
期
）
粗
粒
砂
を
大
量
に
含

む
ほ
か
に
，
赤
色
粒

子
も
含
む
・

外
面
淡
赤
褐
色
一
貫

灰
色
．
一
部
一に
黒
斑
．

内
面
淡
赤
褐
色
・

終
末
期
？

×
－　
×
（6
．4）

8
8
40
5
45
弥
生
土
器

壷
（袋
状
口
綾
部
）
細
片

弥
生
（後
期

か
中
期
後

半
）

粗
粒
砂
を
多
く
含
む
．

軟
質
・

黄
褐
色
．

粗
製

8
8
4
14
45
弥
生
土
器

無
頸
壷
（
口
綾
部
）
小
破
片
－
弥
生
（中
期
）－
精
良
・

丹
塗
り
と
す
る
が
，

剥
落
・

（1
7
．0）
×　
×

81
8
38
5
45
弥
生
土
器

壷
（
口
綾
部
）

小
破
片

弥
生
（中
期
）
精
良
．

外
面
丹
塗
り
と
す
る

が
，
剥
落
．

（1
8
．8）
×　
×

81
8
38
6

弥
生
土
器

蓋
細
片

弥
生
（中
期
）
精
良
・

外
面
丹
塗
り
と
す
る

が
，
剥
落
・

81
8
38
7
45
．弥
生
土
器

甕
？
（口
綾
部
）

細
片
．

弥
生

細
粒
砂
を
含
む
ほ
か

は
，
精
良
・
や
や
軟

質
・

黄
褐
色

（1
5
．9）
×　
×

‘
8
1
8
38
8
45
弥
生
土
器　
－
甕
（
言
綾
部
）

細
片　
－

弥
生

（終
末
？
）

粗
粒
砂
を
．多
く
含
む
・

軟
質
．

外
面
赤
準
色
，
内
面
－

褐
色
．

ま
た
は
古
墳
時
代
前

期

81
8
38
9
45
鉄
器

刀
？

破
片

長
さ
2
．7，×
幅
4
．4
×
厚

さ
0
．7

82
8
38
1
4
5
弥
生
土
器
？
壷
？
（
言
綾
部
）

小
破
片

粗
粒
砂
を
多
く
含
む
．

や
や
軟
質
．

淡
赤
褐
色
～
灰
褐
色
・
形
状
が
想
定
出
来
な

い
．

82
8
38
2
4
5
弥
生
土
器

壷
（鹿
部
）

小
破
片

弥
生
（
中
期
）
細
粒
砂
を
含
む
ほ
か

は
，
精
良
．

灰
色
．
下
部
に
黒
斑
・

×　
不
（11
．7
）

8
3
8
39
1
4
5
弥
生
土
器

甕
（
言
綾
部
）

小
破
片

弥
生
（
中
期
）
粗
粒
砂
を
多
く
含
む
．
淡
赤
褐
色
．

8－3
8
39
2
4
5
石
核

黒
曜
石
．
円
礫
を
原

材
と
す
る
．

縦
2
・5
×
横
3
．1
×
厚
さ

－1
．5

13
13
50
2
5
8
投
弾

完
弥
生

精
良

明
黄
褐
色
．

土
製

長
さ
4
・1
×
径
2
．2

15
15
37
3
4
5
打
製
石
斧
？
砂
岩
？

一
部
欠

偏
平
で
，
反
り
は
な

い
一　
側
線
は
敲
打
に

よ
り
，
打
ち
潰
し
状
．

長
さ
1
1
．2
×
幅
4
．5
×

厚
さ
1
．2

16
16
37
4

弥
生
土
器

甕
（
言
縁
部
）

小
破
片
、
弥
生
（後
期
？
）
粗
粒
砂
を
多
く
含
む
・
褐
色
．
外
面
胴
部
に

黒
斑
．

（1
6
・3）
×　
×

帰
属

遺
構

出
土

遺
構

遺
物

番
号
F
ig
・
種　　
別

器
1
形

遺
存
班
況
時　　
代

胎　　　
土

器　　　
表

そ　
の
他

言
縁
部
径
×
器
高
×
底
径

（
）は
復
元
値
（皿
）

22
2
2
26
6
6
年
弥
生
土
器
1
袋
状
口
縁
壷

細
片

弥
生
（後
期

前
半
）

粗
粒
砂
を
多
く
含
む
．

や
や
軟
質
．

明
黄
褐
色
．

（12
．8
）
×　
×

28
28
35
6
6
4
弥
生
土
器

高
塀
（
言
縁
部
）
？
細
片

弥
生

（後
期
）
？

粗
粒
砂
を
多
く
含
む
．

や
や
軟
質
．

淡
赤
褐
色
一
貫
灰
色
．

43
43
9
1
6
4
鉄
器
（禾
分
類
）

半
ば
を
欠
失

鎌
の
た
め
膨
れ
て
形

状
不
明
確
・

長
さ
3
．8
×
幅
0
・9
×
厚

さ
0
．3

4
6
46
2
9
6
6
4
弥
生
土
器

甕
（鹿
部
）

小
破
片

弥
生
（
中
期
）
粗
粒
砂
を
多
量
に
－，

赤
褐
色
粒
子
を
若
干

量
含
む
．

淡
赤
褐
色
一
灰
褐
色
・

×　
×
（9
．7
）

4
6
－46
3
0
7
6
4
弥
生
土
器

壷
（鹿
部
）

小
破
片

弥
生
（
中
期
）
粗
粒
砂
を
多
く
含
む
・

軟
質
．

黄
灰
色

×　
×
（8
．1
）

4
6
46
3
0
9
6
4
弥
生
土
器

鹿
部

小
破
片　
－
弥
生
（後
期
）
？
粗
粒
砂
を
多
く
－含
む
・
外
面
黒
色
，
内
面
明

．黄
褐
色
．

4
6
46
5
0
3
6
4
弥
生
土
器

甕
（鹿
部
）

小
破
片

弥
生
（中
期
）
赤
褐
色
粒
子
を
－多
－く

含
む
ほ
か
は
，
精

淡
赤
褐
色
で
，
丹
塗

り
か
？

×　
×
（1
0
．2）

5
1
51
3
2
1
6
4
弥
生
土
恵

言
縁
部
．
仕
初

小
破
片

弥
隼
（中
期
）
粗
粒
砂
を
多
く
含
む
・
淡
赤
福
色
．

全
て
小
破
片
だ
が
，

同
一一
固
体
？

（23
・6
）
×　
不

6
8
68
3
48
6
4
石
核

黒
曜
石

紐
0
．8
×
横
1
．5
×
厚
さ

1
．3

8
0
80
4
2
7
6
0
須
恵
器

高
台
杯

小
破
片
－
古
代

（奈
良
？
）

細
粒
砂
を
含
む
ほ
か

は
精
良
・

青
灰
色

古
墳
後
期
以
降
奈
良

ま
で

高
台
径
（8
．0
）

8
0
8
0
4
28
6
0
土
師
器

甕
（休
部
）

小
破
片

粗
粒
砂
を
多
く
含
む
．
外
面
は
煤
状
の
付
着

物
．
内
面
は
褐
色
．

11
0
1
10
2
99
6
4
鉄
器
？

未
や
類

？
金
属
が
残
る
．

長
さ
5
．8
×
幅
3
．3
女
原

さ
1
．4

11
7
1
17
3
03
6
4
鉄
器

刀
一子
？

？
長
さ
5
－．4
×
幅
2
．1
×
厚

さ
0
．6

13
2
13
2
4
93
4
9
弥
生
土
器

撃
（上
半
部
）

小
破
片

（接
合
？
）

弥
生
（後
期
）
粗
粒
砂
を
多
く
含
む
．
明
褐
色
．
器
表
面
磨

耗

（21
．3
）
×　
×

13
2
13
5
2
14
4
9
弥
生
土
器

広
口
華

ロ
縁
を
欠
く
弥
生
（終
末
期
）

粗
粒
砂
を
多
く
含
む
・
外
面
明
黄
灰
色
，
内

面
黄
灰
色
．
器
表
の

半
ば
が
剥
落
・

（1
4
．7
）
×
15
．3
×
（丸

底
）
，
胴
部
径
1
7
．2

13
2
13
5
3
93
4
9
弥
生
土
器

広
口
壷
（口
縁
付
近
－

の
休
部
）

小
破
片

弥
生
（終
末

期
？
）

粗
粒
砂
を
多
く
含
む
．
外
面
赤
褐
色
，
内
面

黒
色

胴
部
径
（16
．7）

132
13
6
2
15
4
9
砥
石

完
砂
岩
．
石
皿
？

長
さ
1
3
．5
×
幅
12
・0
×

厚
さ
4
・7

132
13
6
．
4
30
4
9
弥
生
土
器

甕
（口
縁
部
）

小
破
片

弥
生

少
量
の
粗
粒
砂
の
ほ

か
は
，
精
良
・

赤
褐
色
．

（17
・8
）
×　
×

132
13
6
4
32
49
弥
生
土
器

鉢
？
嘩
部
）

大
破
片

弥
生　
－

（後
期
？
）

粗
粒
砂
を
多
量
に
含

む
．
軟
質
．

外
面
赤
褐
色
一
黒
褐

色
・
内
面
赤
褐
色
・

終
末
期
？
・

132
13
6
4
34
49
弥
生
土
器
－
甕
（鹿
部
）

小
破
片

弥
生
（中
期
）
少
量
の
砂
粒
の
他
は
，

精
良
．

黒
褐
色
・
鹿
部
外
面

赤
褐
色
．

わ
ず
か
に
上
げ
底

×　
×
（8
．4
）

132
13
6
4
36
49
弥
生
土
器

甕
（休
部
，
央
帯
部
）

甕
棺
か

細
片

弥
生
（中
期
）
粗
粒
砂
を
多
く
含
む
・

軟
質
．

明
黄
褐
色
・

13
7‘
16
0
2
59
53
須
恵
器

小
形
広
口
壷
，
甕
小
破
片

古
墳

砂
粒
を
僅
か
に
含
む

ほ
か
は
精
良
．

灰
色

138
13
8
5
00
65
弥
生
土
器

甕
（休
部
）

細
心
小
破
片

（接
合
）

粗
粒
砂
を
多
く
含
む
．
外
面
褐
色
で
，
煤
状

の
付
着
物
．
内
面
明

褐
色
・

（3
9
・9
）
×　
×

139
13
9
2
81

弥
生
土
－器

甕
（鹿
部
）

小
破
片

弥
生

（終
末
）
？

粗
粒
砂
を
多
く
含
む
．
外
面
媒
状
の
付
着
物
，

内
面
明
黄
褐

径
が
小
さ
い

142
14
2
28
5
64
弥
生
土
器

壷
（言
緑
部
）

小
破
片

弥
生
（中
期
）
赤
色
粒
子
を
多
く
含

む
他
は
，
精
良
・
や

や
軟
質
・

明
黄
灰
色
・

（2
1
．7
）
×　
×

142
14
2
28
6
64
石
包
丁

弥
生

粘
板
岩
？

幅
2
．9
×
厚
さ
0
．6

1
43
14
3
2
11
63
石
皿
？

砂
岩
製

長
さ
（
1
4
．
5
）
×
幅

11
．6
×
厚
さ
7
．8

1
43
14
3
2
12
63
砥
石

砂
岩
・
長
軸
方
向
の

掻
状
痕
・

長
さ
1
5
．9
×
幅
5
・2
×

厚
さ
6
．8

1
43
14
3
24
6
63
鳥
形
土
製
品

一
部
欠

弥
生
？

精
良
．

淡
赤
褐
色
．

重
要

長
さ
2
・7
×
高
さ
2
・3
×

幅
1
．7

1
43
14
3
24
8

弥
生
土
器

甕　
言
縁
部

小
一
細
片
弥
生
（中
期
）

1
43
14
3
24
9
63
弥
生
土
器
？
－
壷
？

4
－破
片

弥　
生
（
中

期
？
）

精
良
・
軟
質
・

灰
色
．

胎
土
精
良
で
，
外
面

黒
色
，
内
面
灰
色
を

呈
す
る
・
胎
土
に
細

粒
の
雲
母
片
を
顕
著

に
含
む
・

1
43
14
3
25
0
63
弥
生
土
器

甕
（言
緑
部
）

小
破
片

弥
生
（中
期
）
粗
粒
砂
を
多
く
含
む
・
外
面
面
黄
褐
色
，
内

面
黒
褐
色
・

（2
0
・4）
×　
×

1
43
143
25
1
63
弥
生
土
器

甕
（
口
縁
部
）

小
破
片

弥
生
（中
期
）
粗
粒
砂
を
多
く
含
む
．
暗
灰
色
．

1
43
143
25
2
63
弥
生
土
器

甕
（鹿
部
）

－小
破
片

弥
生
（
中
期
）
粗
粒
砂
を
多
く
含
む
．
外
面
淡
赤
褐
色
，
内

面
赤
褐
色
．

×　
×
（1
．8
）

1
43
143
25
3
63
弥
生
土
器

壷
（休
部
）

細
片

弥
生
（
中
期
）
粗
粒
砂
を
含
む
ほ
か

は
精
良
．

外
面
淡
赤
褐
色
，
内

面
黄
灰
色
．

丹
塗
り
磨
研
，
三
角

突
帯

胴
部
径
（2
0
．7）

1
43
143
25
5
164
土
製
円
盤
？

完
存

弥
生
1

（中
期
？
）

粗
粒
砂
を
含
む
他
は

精
良
・

外
面
暗
褐
色
．
内
面

褐
色
．

甕
休
部
破
片
を
利

用
？

1
44
144
28
9
64
砥
石

砂
岩
，
方
柱
状

長
さ
15
．0
×
厚
さ
1
．9

1
56
156
27
3
64
鉄
器
？

？
鏡
の
た
め
形
状
を
判

別
で
き
な
い
・

長
さ
2
．5
×
幅
2
・1
×
厚

さ
0
．7



一比恵第41次調査－

（3）同II区上面全景（北から）

PL－1

（1）調査区Ⅰ区全景（西から）

（2）調査区Ⅰ．II区全景（南から）

（4）II区SD41検出状況（北から）



PL．2 －比恵第41次調査－
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（1）SD41検出状況
（南から）

（2）SD41北壁土層（南から）

（3）同南壁土層
（北から）



－比恵第41次調査－ PL．3

（1）SD41杭検出状況（南から）

（3）SD03．14．15・20（西から）

（5）SB62（南から）

（7）SE40上層（東から）

（2）同遺物検出状況（南西から）

（4）同（南西から）

（6）SE02（南から）

（8）SE40井戸底（東から）



PL14

（1）SE12（南から）

（3）SK12（南から）

（5）SK17（東から）

（7）SX21（北西から）

－比恵第41次調査－

（2）SE59（西から）

（4）SK16（南から）

（6）SK18（北東から）

（8）SK28（北から）



－比恵第41次調査－ PL15

（1）SK42（北西から）

（3）同遺物出土状況（西から）

（5）SX58土器群（南西から）

（7）SK67．68（北西から）

（2）SK49・50（西から）

（4）SK54（南西から）

（6）SK63（南西から）

（8）SK69（北西から）



PL．6

（2）同遺物検出状況（北から）

（4）SX52遺物出土状況（西から）

（6）SX46（南から）

（1）SX47（北から）

l比恵第41次調査－

（3）同遺物検出状況（西から）

（5）SX46（西から）

（7）SD41上層遺物出土状況（北東から）



－比恵第41次調査－

（1）II区水田面検出状況（西から）

（2）取排水口検出状況（北西から） （3）水田面遺物検出状況

（4）II区完掘後土層（南東から）

PL17



PL．8

SK49．50

70

－比恵第41次調査－

（1）II区完掘状況（西から）

（2）土坑．井戸出土遺物

SK18　　　　　　sK68

SE59



－比恵第41次調査－

井戸．溝・土器群出土遺物（縮尺不統一）

PL．9



PL．10

204

205

溝・水田面・ピット出土遺物と各遺構出土木器

－比恵第41次調査－

186

SP58

265



一比恵第49次調査一

1．調査区西半部（東から）

2．調査区東半部（北から）

PL，11
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